
B 1 イわ衣渇琺 Iミよる RI辣去能率におよぼす3羞目う
し•',.,

立激大原研 松浦辰男

天然り狂，、 1バ合成，，イオン文埃4本い、ちいて水ぅ籾くが滋射釦繹打食出するが‘つ
旺疇,i,当然｀なが’ら次の様な稚々の同チに~')支訳~され~- これをまとめてみるとI

I. 交埃炉ナ生便およ".i虚：：定碩l するも~.
I・ 1．交埃芳量 まずナー 1::. 4 ち、、る史埃体 o竜ぶ多けれ 1巧、， I季ど除去辛がよくなる

のは当虹‘かヽ＂／ そ，，量の星｛立~ l て芳榎又19窒量 I：：：レゆl すう P,,..., 史埃滞量 S とうのが最も
窪玲的版抜いに1更利である．

l-2. 官雅床の社装 露溶董は同じで•も交楔,,あ→•かる官能羞．のぇ繊ヽヘにつて支埃9
和が異 3．一般1:; 弱醍r生又は9紐羞住基g主体とすぅ如梗体 l噂合的交疫応：：：わ。

1-J.印叫か穏如這I：：：はじめに＊呵なうサイオンぶ存在す 3 がでみう．—．
鍛 1: 天然の交埃ィ本tiそのま、の形で•用ヽ9 うよりも例えば含必K てツfZ4.珪す 3 年，何手かの方
久々戎すな巾ぢ樹罪必玲＂弗埃（再土） 2 かこなってお’’｀たすが｀ B 的 9：：：がなシミヒが多い．
巨玉（粒尉奴叉峙舶m) 住液 I戌捩平灼速度ゃカラム丸涅 d易合¢未速手
吐いに彩響すうので史用上を早な因うであいも和匂朕慇t犬えぅ上では勾熾としなく
てもよ｀‘•印い吏必怜令度も今心易合の基本的因紅·ばない。
]I. R I ぇt吐慶穀，性毎，~~,-::.よ｝もの
曲知のサくイオンの化がり社渡 9：：よって交梗倅 9ヴ戌易しやすヽ、ものとし蘊 9• ものりがり

り）がなわり原評価碍号心l‘I A オンC7') 9k和手全／ケ柚牲／安揆冬イオン~.">雄五作
lf:l, 輝体骨紐＂，，，相互 4釦fJ '1也の A オンし渭イオン吟灰｀良＇子乏の固和：：：よって嫌
9本へ 4 環如及潟付 E臭 I：す 3 のカ，·イオン支坂平癒 I ：：ょヽ IT 3 J頃•Jである．
R I はそれが｀キヤリヤフ')—遠粕逗叫令，釦ラジケコロイドとなり／そク琴勅

＇：：冥 9常を示すことがあ 3 ぶ今 ,1 阜純なイオンと！て海杉tて，、 3場合につヽヽて力泰する．
妙柱猜立 l -c. F r e iも、＼~ 0) I 古，裟用...1:..,ょヒ土 Pヽ＜，足重的角緊の目的に 1が（P)かない．

RI 浣如単位妄積当＇）の C和n紋で•あらヤ l 臣比放射9いたJヽ Iょ，キヤ，）ヤフリーで

L9＼もい炉バ→易合E9糸｀｀ーと l追直騨 lふ穿 It-ないとかわれ~. R.I t lij達 9
叩瑾社イオンぶキヤ 19 ヤと(_でぃ在”かい和釦“ぃし射を1-•t ~ (;知税
皿．紐竃葬嬢，，影得
鰭 RI こ｛更用が難皇から心知，非紐叫叫l司吻を soo,., /ooo 伶知，
pH 1t 3~ 戸.t.,杖射伐しべ'9し 1玄 lo―へ～ 9が‘が／必駐ヒナわセ 11 9 （ムわ， 199f）．こ紐

注級心的／0―'2MIL,RIiか度 I0-1!.瓜’わ／ばか指当す 5 ．炉が？水d柔碍珠な湯
が加液てぅ純水中 9：：斗ヤリヤフリー，， RI ど IO―2侭／れ店浚クt、'cすうとノ大よそ＇吃

て•IX /0 —’M/ i, IJII て＾’ょ¢ x ／炉切／ノ屁鬼 I::. な 3 ぶ，なお雨令に水序 l= IO...,,HIいがい

”H―がれ在す 3 ：：とt忘,I\. "'l.'"'ならな＼ 1.. い日弄今 9 比較的迅・校珪を的辛iA‘』99紺］放
置す卜Iな冴..,t"吠如 l凜度が和襄吏のものとコンハ°ラブ｀ヽレにな 3 L ／斗今＾·たヒ 19 ゎヽ
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な＇）長＜でも， RI 湘の躙只の子．4手によっで 1り．．当該 RI 以外 I:. ＊小と,ft学 9朽 I= Iよ
っアハ°ぅう． 1..... な養で·,以前9:.9な I 短毒今 ~RI て·· 91 ま 1:t全卸平定となった元景を吏雑する

いI う北令もあ 9 うる．

この祥1:. 兒 1 くなと，， 9k中た中の RI ~カン,i帝叶／吸馬，イオンが埃苓の互応さ叫
せわばならぬ位イオンの失在のもとにあ')J—骰1二更に外令9 よ，J電碍復い添加がとイオ
ン茂埃ぃょ頃浅辛I直 {m m 心止判で，特に R I と 4t.弔謹直 L9・キヤ，｝ャイオン，又
西や的社賢懃似がt原が印すン1 あ 3 ``'ょいしより吸着↑主の大きヽ、 4 ガンがむ加 9＝よ
っ直店叫1 ぶ屠 l,、こと 1ょ a又わて述べ’るまで• 4 ない（吹ムら， 9 行わ圧がり,~'1, I 'ISr)。
この苔然すぎ 3.\: 忠われう 1見象ぶ 3 生，9 iigさ卜な，、の 13:,以下にのべ＇｝楳な一見二の戎、
裏Ijに及す 3 ::.とヵ濱］ ？観秦さ小 5 ::.~~I 本知的に，知知本への 4双t灰｀が戌局仕ぶ，そ
れが主成今で•あ濱かけ研的にり 1 なり高くなりう 3 （訟ムムがI I 'I”)こと~·,こ 9
此,~いわ紅叙見の未畷｀ヶが如わって丸年か鐸紐~をさ 1手と＂要化さ七ない（
µやJ.., I田）と、I う;::.つり径兼的藁戻 lこよるので1”) 3 去ヽヽが．

紅む和1:. ~ってい＾っ-e. 1象去寺＂増加すうミとが見られた場合（む知らJ’fSf i溢＇）
;, 19司（Dcjm,he9，狂）につ｀｀てよく L らべ’てみると， ミ九ら lit i)抜裡2:. L~FPr 用'.'て
｀｀ぅ， ii)主 1：：胡価以上の加水ケ鮮しやかれ痘I:. つヽ I て，，綽累で•あ 3 Jがまたは 1'ii)天住'9,

釦喰履うに 1バ5 威位知突4本 E 用" t:い~ "'I の,,ず’卜かのカテゴリーに属している． F.f
其の 4セぅジケコ〇イドを作りやす，， RI は共沈苓の位のメ h ニス．．ムが＾起って、， 5 可孔性ぶ

大ヽ'I：：あリが出釦対象がらi'f.,~すれば'iii)のケースゥみが戎ぅぶ， こ＂場合 1よ杓庄9尉

膵這号うのf逍し；交恥 I蒻痔 I二古ヽこなっt,、る炉柁紘ヽ＝共存量があ 1程度．以上瑾曾すと汲易
菱屯四mm)1 と晃てもよしがに 1 よ 491え 1孜梗基 I二殊く唆看しか 1 たがが｀ア＇レカり 9 ：：：
よっ"2,中昧" tい活重:減じ RI ク枝綽打手'\C. l -r.より子~.. Ip (~いァルカ'} 4 才ぶ
巧らわ小，峠果的に R I °'成羞そぶシ曾加したI '<.硝叙で•3 3 場合が 9,' ・
長1-:.. p H の景り魯が’一つd')"項紅 l て恥1:...,,,狂江， A 方ン交埃にか L"t.,i水県

4 方パ如金属A 方｀パ叫草 E”" 方ンの一旅と見岐すのが｀公乎で，た、．．交埃差
鵡蔽rt，，湯与 Htと非餌麓性対2 年"'t. L まうため Ht9 辻！た汲羞吐bi,"に大きく，他
4 ケアと..,紅／碍も徴量の Hヤに＂マれる F すが応。一殷9直年 1追ふ l てぺ疇足
如 ,I心窪ふ膚す：文埃和t:" t'tt，，，印恥、＂大きヽ1 こと叩枷直りである．
”．共の l包（森逢，溢，非交埃戎釦PJ)号） 略
m:"11紅1-::. dら 1咋藷々の車困遠理し／屯のうち巖i竜卑と克えらか引因恥す
知ちi)む妙邊，2.）輝ィわ／滋知り卜らパ頃祖＾対は性， 3）紐 4 ケンが全
i”殿（おび｀バ）／，，乞つ~ I\●ぅメターとしてノ＇＼｀ツケ邊鹿I4 お If ~1僚去年 (DR) c 数がり
心現し（如和，原うJJ繹且紐会1'“° i 9ft矛度 l fヽ o)I ―一の応っヽI "Z.二の式｀ 9
彰恥紐皇付 1うさ止て l1 3 J見ft丈 L -z、， 3 （鼻臭脅ら，危｝カシンポt叫 lm；知野研（牧
9960) が，更 l勺今国,~笈埃倅と l "l. D。り以S-0 (XI，メ 9 ）,I IRCぷ， 匝たも試丹t二三 9
知かこして用いI R I として ‘oc。 2 もちヽ I て'::.五動積紐I::. あ l,ヤ 3 DR“'l足LI
ほゞ狂什された峠昂がが、 I }ので靱活すう。 • • • ¥ 
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B2 リン較セ 1レロース嶋によ 3 枚射牲同位元角の哺裏 1::. ついて

静岡大枚和噂研， 中1音 Ill 工業 0 長谷 IIl 囲彦塩Ill 彦 1言近藤碍＇美

陽ィオン交咬体としてた埃容骨＂恙 l\ tー, Iレローズ滋導体 1＝つヽ I "t Iぉ壻酸化物，スルホエ
チ IV it:.与勿，1J Iべ｀｀千シメt,レに含吻，コ 9ヽ？酵半エステ IV 化lf'ID,岐（t.物等応稽々提案され

がぇに多<. 9 研究がなされてい 3 が，渚か I古＇） ＞酵 e1レロース｀ E しりJ;:. IT全に叱'”爾

阜(::.ついて反応逗度反が友埃容骨等 9 特雑生とがンマ練9二ょ 3 そ↑らの彩零こ侍セむ唆打 l
た。

リン暇'e IV ロース門サ店繁）ン 9 ーと過当の和＂石尿舌とリン酪＂~混合＊ぅ容液ゃ I＝一定吋•

間侵清し邁当の盲董まか亙搾後 (00 .c. 1 叶間予f肴転遥し，つつ“ヽヽて I ooｷc. z:.宝応、さt 3 。
廷向は％o 成定塩酸ぴ Mo だ見定苛栓： Y ーダ l＝よ＇） H 彩と Na 形 I＝しそれをれ彩＊t~

浅峨f委qもうこ訣｀符と L t,,。

リン暇1Z. Iv ロース｀ 0．打 （裟培主骨）ととりpH 0)要った種々が紐匹叫い紅全付三

角 7 ヲズコに入れ，窒温 l：：：広ヽヽヽて S｀りま℃‘`20 分， 40 分そして 60 令とが紐毎 1~ ..c.哨

液 l“E とリ蒸匹遭 L E 9 5 訂；；9IJ E 古 I こなった。その和音果pl+ {, I:. おい Z 咤P還衣
的に義もょ直｀襄されそ，，，時のり項い！レロース‘q交咲容骨 11= ¥ i I：：つヽヽて 6.4 )I\ e't”
っ己。醗渾輝舌1-: 比べて以音から 3 f音程度，，突授容量をもったもの亡ろうとヽヽうことが
て｀さ l. 反応逗度 1が 20 7 "i‘'約g o 1 40 分ず約f07。以上哺‘集さ収 5 。
更 I-=- t. Zい而x\0血のカラムをつくリリン酸セルロース｀‘0.r1 をカラ 4 （：：充項し，ぅ伎逸

10~zonやi几吐速度t` 93℃gをトレすーとしてう属紅曲綿t栄め，交痔容骨ぃ藷l らぺと和晏
.l:.声e ，，佗院と同社度り交呼容骨こ示レた。
ヌ町村（知7 ラ 4 追加苓り夜が製住絞·物（冷却難間： 1 ~ 2 年） t通しす爾集目が~Iが 90

炉吐の自fうな痣畏と得た。
尚ぅ容離液として噂将仕塩ざぁぅ硝酸ァンモニウムJ 1鼻化ア＞モ＝ウムそして邑柑衷ァ＞そ

＝ウム”溶吋字とり＞醗セ lレロース‘‘のが＞マ線 1:: 虹す 3 交埃容t，如鑓渡屯し1. ~'レ口
ーが菫含度ゥ噺うに"') ~ I 謬Bぺ 3 。
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8 3 屯レキュラーシーデ SA, ：よ 3 放射・は次舟．茎えの

木谷追・高の祖ー

シュ逢秀犬
原｝が材の成積，梵｀粁角処理，放｝れ•生 I司位元紫製遅写，二ち·、•9 て放出 1 れる、放射'I•生．｀人寿・

烹社のfi：久＾ Ptl 註，2 i□ Iこお I t J放身虚直C7)立場力｀ 5 會定でみi. f金公法，：ついて,;
託に夕＜ 4 碕忘1J`’忍去 2 わてい 5 ヵ｀．わかわ.ft Iなtし•ヤュラー 2 - 7ヽ•rA.t汲羞剤とした場
合の可竹t tち e 各表す 3 ・ :: 4 方法＾和．．占、 11 りげl な投ttと忠しなぃ泊析な楳置であ 5 : t, 

-s;.よ」••長箋旺1,,, 瑶作の F め 1::. 再生が泊易であ 3 こ：：：でみ 3. /司ぃt泣点森／,,.浮．しA "及浮t1

窒え中が 5 ~汲着

日本辰子力店店竹

と行っ，，で，K ．を~ 1, f Jも魯,~っいて注念とオ手＞た．

a) 試料用次令；’＂I を合む次f．苓え E 包 6.”'足.,弔合，： In a 
ヽ） bみ着用ヵゥ A •• 

肉歪 4 プ｀・ラス待，こ克瑶し，

. た
i

~0.7/........“”びやレキュラー；—

‘’ 

ーカラl\ (zoo ·c, ,ft._空中 5 時間畔）、 w- ヵぅ~ (丈気中炊度）を｛各た．
C) 動的測定：も勺Q3{) 祝祝 H1紅 n 波射、rり次fを含む空tr. E 逹迂ヽク。ク．ん で咳着 1叶1/ラムと
決i t • 

. D -カラムの湯合に 1広空えt fめ濃ふ＂ぽ T•• 乾煤 1 己to. J)及着した放 m•上沃寿
の濃危分守とシンケレーシ 2 ：・カウンクーで•如／定し，i tその、兒対礁を他の方法で•本｀め

..,•,A と 7.,工 a2”..... 

C. 50 

D
 

その蛉果と未 l, 2 国'" i.りす．

バ和測足：汲着の詳紐な碕柑を知 3 た．め， He B心湛，二fり元レキュヲーシーナ‘9: I: 3 次
乗．世況る• S tいが茶長の汲羞t浮,,定 L だ． 史耳食拾畏ヵ｀ 5 汲着懃 E 亙ムi tと二ぅ

’ 
k /3 k必心，ねk“/― t•ち，た． ::lー J固 l't次寮ざ．え，， 99 圧·合［戎，2 5· ナ 3 庁験娃条
ヽ←了ナ 1 回ー→9“
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B4 酸性白土によるセンウムの吸着

東芝中央研究所 大井昇 大橋栄二郎

演者らは先の日化オ lヽ年合：で酸性白土によつてウランと核分裂生成物を分離する可能性

について述べたが、その際セツ．ウムー 13'1の吸着が他の核分裂生成物核種にくらぺ非常によ

く行われることを指摘した。その後酸性白土によるセシウムの吸着は n ー酢醜プチルのよ

うな有機溶媒からのみでなく、いろいろな水溶液からも非常によく行われることを知つた。

このことは廃液中のセツウムの濃縮除去もしくは核分裂生成物中のセッウムー 13., の回収

に役立つように考えられるので種々の条件のもとでの吸着実験を行った。

（実験〕 酸性白土は新潟県青海産のもので小宗化学から入手したものを、そのさま使用し

た。

セシウムの酸性白土に対す、る分配係数の測定： 1 ~ 2AC の無坦体の＊ッゥ．土一13ワを含

む水溶液 10,Jに酸性白土を 30 -50鵬｝加えた。吸着平衡に達したちの水溶液の放射能を測定

し吸着量を求め分配係数を算出した。セシウムー 137 に比ペパリウムー137 は吸着されにくい

ので放射平衡に達するのをまち測定を行う必要がある。

なおこの分配係数の値は吸着を行う場合の液量、吸着剤の量に関係せず、また脱着を行

わせた場合の分配係·数ともかなりよく一致した。

〔結果〕 (1) 吸着平衡に達する時間は水から、また塩を含む溶液などからも、約 1 時間で

あった。温度は低い方がよく吸着が行われる。

(2) 硝酸、塩酸、苛性ソーダ、硝酸ソーダ溶液からの吸着を図 l に示す。これによると

吸着は水(p印7)から最もよく行われるが、溶液中では分配係数はかなり低下する。しかし

0.2 モル程度の水溶液からのセシウムの分配係数はl,000 以上とかなり大きい。―

(3) 熱処理を行った酸性白土によるセツウムの分配係数の変化を図 2 に示す。これによ

ると 400°~500℃に熱処理した酸性白土は非常によくセシウムを吸着することがわかる。

比較のために n —酢酸プチ、ルQl モル硝酸ウラニル溶液からの分配係数も示すが、この方

は熱処理による吸着の改良はみられない。これら熱処理の効果については X 線廻析、示差

熱分析などと対照を行つている。 1000℃以上の熱処•理で吸着力がほとんどなくなるのは酸

性白土の一成分である膠状シリカがクリストバライトに変化したためとみられる。

(~)、 水にメクノールやエクノールを加えると分配係数は大きくなる。しかしその増加は

著しくなく、／，またアルコール濃度が 80-9噸のところに最大点がある。例えば硝酸ウラニル

Qlモルを含む水溶液に 0,20, 4,0,60,eo,90,10渥のメクノールを加えた場合のセツウム-13ワの

分配係数は ~500, ~700, 4,200, 6,200, :Ll,000, 1~000, 1 0.000 であった。アセトンを加えると分配係数は

かえつて減少するが 9澤（最大点）では&100 と大きくなる。

(5) 上記の実験では無坦体のセシウム -1的を使用したがセシウム濃度が大きくなると分
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配係数は当然低下する。セツウム濃度 10-7,10-6, 10-5, 10-4 M /L でのセジウ・ムの分配係数は

各々6,200, 5,100, Z,300, 700 であった。ま迄酸性白土 1 グラムに対するセジウムの飽和吸着量は

約 60 "':I-であった。 (Cl4 4 ミリ当量／1 gに相当）
(6) セシウムを吸着させた酸性白土を 1000℃程度で灼熱すると吸着したセシウムは固定

され、多量の水と煮沸しても溶出しないことがわかつた。

(7) 核分裂生成物の混合物に酸性白土を加えるとセシウムー137 が補集されるが、セリウ

ム、ジ）レコニウムがセジウムの 1/100 程度の分配係数で吸着する。ルテニウムはかなりよ

＜除去できるようである。またこれらの吸着の様子は酸性白土の灼熱温度によつて異るこ

とがわかつた。

(8) 簡単に他の粘土鉱物などとの比較を行った。水からのセツウム一13ワの分配係数はモ

ンモリロナイトで 620 、 ベントナイトで 700 、 ポクシウムフルオロフロゴパイトで 2100

酸性白土（ 400℃熱処理）で 3qooo であった。

/04 

kd 

r 103 

102 

—• --H N03 
| •, HCR. 
1--,,.:.._ Na OH 
ー—x-- Na NO3 

A 

芯
、X̀  
＼xへ、

`\x‘-~ ` ミ， • 
--

----— --

•— 
-==== 

OS.  !."'必．
ーー→濃度

図 1 ．如容疲の濃度叫J. Cs介虻係数雌池

一nぷUAcTl.0.Im叱—x—uater, 

3
 IO 

KiJ•| 

/02 

x、

JO 

゜
細／‘ll/J C゚
ー→ 力0 ぎ包ぅ該度

図 2 酸柑淘土の墾処理温度と＆分［係紋
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B 6 炉H よヽ I 7•• タン-1 一明の詞製ピ． それによるトリチうムの測足

東大落 0 'if謀哀ー，マ不す算m，舒肴瓦森 IIl 尚忘，島＃1I参

釈(3 m豆、オタ社臼訂哉レ 1: 可桟化令初の放柑能；気 1本試料として劾手よく預I]走する方法

の研克の一シ象とレて， さきに定姐釉—1紅7J吝青ガ寛、イ立計す式によ~ 14C の沈1,.J走i）， およひ" G-M 錢

嗽・比例言t数雑滋；におげる I4C の劇足2)について揉宕したが） 今 la 心力‘・ス計欲す式 K よる )H "> GｷM 

舘戚における預1j足について謀告する。

3H ">. 1J‘｀ス計数方式‘として， 社．未水士がス・7K 、羨気号ヵヽ詞いられているが・｀ これら 13 充複圧

を多く出ネないため比汰射育忌つ｝§ \、試科の計数が国難なこと， ぅう栄稀去ど乞令に行なう矛

咽難なこピなピ．．の欠、を、がある。 そこで·我‘々心計欺1J`•スピして nーフ••タン（恥H) と用、、る予に

した。 恥H n よう 'H の汰射能の気沫渕足只ついて 13 ?0叫必？ G.&“必~4) 号バよつて報告され

ているが．，れ·々、1 即H の発笞孝件および計敬特·社 1 たに茸紐玲検甘してみt,。

放肘賃邑の測足に 13 l3 禾煮緑i邊i予ぅtt T: ヵ•9スi:t孜をi It]ぃ， G-M 令9 滋；で. 1ヤ↓.,た。 ばし＂

めに計荻菅．I勺に一定十の BuH r 導入し， Q-力‘・スで. 1 気たにして外奸絆痣（q0Sr--90Y) を用いて

フ・ぅI-ーを屯めたが， BuH の分辺 3四HQ位．のピころiでしか哀せ3,i，紆果 I~ 得·られなかった。

次に恥H のみ% tt致がスとして） そしのたをいろ Vへうに受えて 9I、評，§裟琳 K よ I｝アうトーをぶ‘

めたらい糸） 比穀的令をに充瀑レても-r,'if-哀サ，i.,.ぅトーを 1各 3 ：：とができた．恥 H をよ I}

多＜充頌できるすが＇測走に収莉合で•あるから， 以下如H も団いる其荻心すベ・てアタンのみ

で行うことにした。

四H のお：負す盲己ゥ副足 1I苓件をポめるため、 一足せの四H を項交括心により計敬管 I勺 r 尊入

し， これに Bu. H も加え， 令庄をいろいろにかえて 7· ぅ lヽーを消ばしJ ~ 1 I司およひ'•ア」表

乏t手た．戎々の目的に I2, 7• うトーの 1魂斜がで•さる K'’IT ・）つなく， 令左 1さで•さるた’げぁ、、す

が芍iしく， っ•うトーの中心或る程度以上長、、ぷ字心ない。 これら11)、合、 E 方冷．して令石';J,

2.0 叫，にした叶が茄も｀直名で•あるピ寺i.た。

cpm I ~ I 回フ..タンを充填した言t敬屯のフ°うトー
6,000 

¥;,000 

4poo 

3,000 

2,OOO 

t,ooo 

1•9 2•0 2•5 3•9 _ _3•5 
i) 4引曲・命 19I ・広吋， 日化牙 14争会 (1 q 61)

2) 森,1. 野吟•亨村・i噂•島村， 日 1ビ ~14"T令（ 1 ？ら 1)

3) T. M. P.。“e-lし， E． B．釦辺， f.今．“血•品り銘 IO20 ((945) 

4ｷ0 

ocmH1 

4) R.E G如cocん， Isoto/>ic Gas A11叫sis for 1Jiochemis在t 930, A四“emic ?fl?SS inc ソ NY(19夕4}
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即H の測克 Id 次の 1元に＿して行な 9 た。 固噴のすt我菅 ヤ 1 表 7・タンを充湛した言甘袴·のアうトー

を 3 苓困念し， No. 1 11 B G 乳 No.2 13 禄導恥咀 l利， 全圧（叩H1）アぅト-(KV) 7•うトーヤ員含斗（％／ioov)

No. 3 は試か恥咀）~ビする． 大に即H さ H。血 H3充頃して

斡-~'8紺， B令゜＞ およひ"No. '2, No.'3 1 こ 1柔準恥咀

(fに放打註 s。叫／加）をず K で• H。cm\杓充填したとさの市・数

ほ c:,Cf ; }9ばしJすヤ救手の比fもボめておく．測え

に際してし3 その正前に No. 3 で•BG も預，J足し＞ 次 I~ 的H

を H 血 Ha 充填し恥H a-加えて Hoem 由 (T°K)にす 3 • No.i, 

No-2, No. 3 の計牧菅を支五に剤足しノ言t殺i直 BGi, C.., C3 

t事め， 次式｀ K よ＇）試料恥珀のじに放”能炉”％必’を中・める。

S= i;;。 x f己出工 x c3-BG3 
H.. Toｷ.ｷ C2 ー (BG-け△斑：）

但しf =-C2ー -B鉗;_)
C3ー -Be; 

r~ 

1 0 

1., 

20 

25 

30 

40 

なし

2,0-2ｷ3 0,7 

2-4-2ｷ9 0. 7 

2,7-3._3 1, 0 

3.o-3..~7.、 卜，，

3,:J-4ｷ1 1、 6

J. ~-4·6 1. 6 

直品＝函·: -B針

ヤ 2 衣 浅サ走の再戎十生 この方法によ 1) 一つの試牙斗｝繕． I) 返し測足した締吊

実験杞 1 

測走者 M,  

T 30 i 

H 4,q'] 

C2, 4599 エ 15

C3 44,q:tI lj 

Be, . 2'32 :t 2 

Bむ 212 土 3

ABG .. 10•O 

s 序1.o q:t0,3

2 

I 

303 

5.oo 

4i;-q 1 士 1 5"

445'5土 11

229 土 3

206 土 5

1 0•O 

四．29 :t 0•27

3 

l 

304 

)",00 

45'16:tq 

443'7.:I:9 

221:t 3 

2111', 

10ｷ0 

四．2, :t 0,20

tヤ 2 表にホす． これよ I) 再戎社 1さ拉めて哀いこピカ、．．

わがら。

吋裕，，，？＄玉 1-: ついて ll, J..主で•Bu.咀を玲云し， 恥 H

t充填し真空で•玲去する 1尋i下と 3 1a さ尋，｝返したピこら

完全であっt:.

計孜力‘.').. tしての Bu咀 1;t次のネ届にして発tさとた。

泊福諏咽磋：化令籾 13 疎式頁箋氾没によ 1)'出 0 に Ifるから卓

3比0 ~ t-発初復tした。湛昧ピして心十分我燥I.,たジ

工今 9レカ 1レピト- Iレ：日ぃ， 某·必れーフ••チ IV と・ケ過ii) ") 

令わっ')"キシウムと I) ?‘'1) ニマー）V試棄： i乍 ..,Tて。

国咋ぽ遭砂如よ 3祢遠諜昆を和） 暴主操iF r よヽ） これして叫0 \差瑠I.,込と， ャ分及忘

さ也tて使， 系 I勺の令圧が 5Cm H1 k 速｀えない 1I呆件で•加慈

ラみtうさ亡J 発生す 3 BばH "!液涛庄士で集ゎた。 的H "'発~ま｛心袖0 1 七 Iレ’¥') f, 1;,-王）レ

iで• i 1 叫史的冬らであらが＇， 免全に 2 "t. Iレ発てさ℃るに 13 で、叶 1·a1 ：字した。

知H の発宝ヵヽ．．子克令であれ、ゆ，発生の博の

国釦朽碍が l司虹tよる。 そこで•B品H "'発: 1' 3 表 1司位ィる効果に対する森討

＊文十ど比す文射往t "> 1~1そ．ど測定しノ その結

界をヤ 3 表 k 示す。：れよ I} 1, Tj七 Iレ VA .l;.
評l 3出0 及芯蒔lb] BQH Bえ。 Bu3H 叫：t.放：射盲で、

の町H が発生す＆禄，J.婦件で•11·, 国 1立 1料1J

果心全くヤ魯す 3 ぶ字のアJヽ‘：とがわか,,'

このす払で発宅さ江わ Bu11H 'l! 3H ">視1J克に 1司

いてよいこピがわがった。

1 

2 

3 

4 
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8 7 Zn ー 65 およ u·u-237 の放射ぅ紅足い l応相すみ比泣印謬庄

儒島入荼序舒不
日石令チ1)研杯

亀谷畠t夫ネ 木村配広

-ng，こ卜しーサーに印 11 るアイ＼）トーつ’をィtる場合、 ゼのヒヒ放射能のあぃ二とが望

1 れるが，t逗船能を渡Iiたすると§狂ぃ放射能£,t ,1 ゐ r、｀め,:アイソトーアのた量,~叙量
今析,:なリ易し l • しがし應度l! t 1 1'るためにあ 1面な栽·届を紅““匁‘l" する，， 1-;t.ぁ手
り好すしくないのに対して、 放射泊足は比駿的籍('j: 1)叶裔単で‘複雑な様易と I心要と L 「が‘午’J

支がある． 従ま荻紅釦走は非放和性it合物にトレーサー看のアイ ‘I I-一つ゜を加え、 せの
放わ能の簑化の削合を柑系崇のかわ 1) とした． われわれ 1ま試料の特牲 1.、ある森射itと直

楼 1: '.J 1i f.f)し't., 1汀這浪c，言式糾の町叩t e 麦えす·に定量し、 g 9) に放約能の強さを追l兒す

ることによリヒヒ技射能の｝面を比較的筒単に推庄した． 今 @1~1ダ5, u-237 I ：ついてクベ‘る．

(I) 21 —¢5 tl:.放射能が‘侭ぃ瘍合 I::. I化尼晨お紅たと

J:,, ij)し，湛化アン毛ニウムn. rェ下で‘み D シアン｝ヒクリウ 計

ム知お知泣走した． すなわちー足量の試料差釆~ら赦 位
I目のえ叫梓びん 1こそれそ‘札とリ， 70• C. I こ'IIO碁し1. 1 値
エロシアンJヒカ 1) ryム兒ネ見釆を、./, g．ぇ，＂‘｀'仇L と曖次

加え， さら 1:;./0%.t贔itアンモ：：：：うが嘉浪と幻えてそれを

れ全膏を Z 吼しとする． よくかくほんののら生し‘‘た走

瓦這lu分誨し 9 .t湛液 I ;mJ.,,もとリ井クぜシンケレー
ターで、言惰I する． 枯果 1本牙／図flのよう,~なみ．

ま rこ 9k 毅化fトリウム1:.泊兒すると{ I Iｧ B のよ

う l: rJリ）K §知ヒ 1 I-リウムから過削 I; ri b と生じ｀ r=- ，に蘇lヒ

"D をとかし、 上シ登液の計政（直 lり魯加レて条力·

比祓射能が‘tと戟的届ぃt易危ドはジケゾンの四i贔ィヒ
直

虎f．店衣 I: よる抽出ぅ伯良を応りレた． すなわちー主量

パ絆鴻来とpH 52”"拇液“数10 噌がんドと I) I 

これ I ：ジし、I`、ン(/1直堆化戻§ぅ店液と()./J ().;J.........吋L と

和欠加え， ざti,~ゆう贔化炭予 6 9D えtそれ冷れの全量を
玲レくしてち‘く＾ 約 2 な用埠とうののち汀， 肴徴湛媒fもとり 3 ぎと伯符 I~ してt惰I
すみ． 拷果 1名ダ Z 図かとおり 1‘‘ ， このi易合吐f t計 ~,1 1jわ＂が l更がl で｀ h みうと屑•われ
る． §租わむ I) 4 貶I”“ぐの揉嘩試科と比較名み:;:.と 1：より瑣’I 兒した．

(i) u-23? tt波射能が 1g 11 r希合に 11-り‘/郎-* I ニクI-りウム兒現和叩0 の

絹彰堵液をゆえてざきと的 I~ 虹し rつ． 比滋射釦哨］ II i易含 lz l1-f年シンの？tz D 不
1しぃ嘉液によりジケ、I‘｀ンのt易合と同符 I刈り出和且とtわャ． t式科＾キクリーjむ甜l尼か．r

牒スヘ・クトpメト 1l ー 1くよるぅ兎 1: ~っf二．
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B 9 中性ナ放訛分析法によるイッテ Iレビウムの迅速史量

工覚技苅院東京工業試験所
8 年村、手力;If免所

両田‘戻

亀本雄一郎

寸'i屁泣炉□清法 bゞイ国々乃希土粒た系の定党に屑効て｀窃 b ということ Ii)よく知らかv
ているけれども） 定屹を迂譴こに非砧蜻紐恥打なおうとすると）各稚の困難にぶつかるため
ながなか成功也す｀， ぅまく行 7 f·―仔Il として Iiわずかにジ｀スフ゜ 0 シウム I) とエ Iレビウム 2)

があるにすぎ｀ない。他方，希土類元素からず池手照射によって生す｀｀る姪寿命核痩とい l丸
上記の例て・｀利引された Im田 (1.3 ~)と'1,7況Er (2. s 秒）の＼iかに） ""-Yb (o. I S-炒）） >'<Yb

((, 1少）） "'Yb (SO 炒）， 13~-mCe (SS 秒）， lb1Gd (i．げ分）） ISINd(l5分）， 155Sm (23.s分）埼が戌ll 5, 

れておりJ~これシt利用するとヒか＇｀1.··もれ 1ぶそ札ぞれのた弄の迅達定曼が可姐こなる．
いの可能性も咆かめ b とヒ屯 8標として今回は b sec""Yb の利用によるイ．ッテ lレビウムり定
吃し武みた。

こ瑾棧 1 ;1. 0. 104-(.?) MeV "> ry・・保泉l::. 0. 2.12 M e.V の 7 ＆危t出すと郭告J)さ札ている。他方，荀
言いの Iぽ吋Dyから O. I08" MeV ">')'.1.知、、放対され》角じく祈記の 1切れEr から 0.20 8' M E-V の1',i糸が放

射される。これらの □ Iレぎ＂一｛直はそれ入｀が上記の 4直に迎く）またシ｀｀スフ°ロシウムもエ IV
ビ｀ウムi I A'ッテ，レビウムt共存する可條住が一紐に大さいか£,, ~ sec....Yb~ Ii\足には乎減

詞天足が＂必要て，、ある。イ、7 テ Iレビ｀ウムの定曼こに 1.1計記2.復の 7 線のうう一方た 11 利用すれ

lぶ十ケな 1さず＇て、あるが，吾々は両方を栓討 L た。はじのに o. 104 <1) MeV の方“")した結

屎tのべ‘る。

分析試料ヒして ll, イ、7 テ Iレビウムt甜敗た愛に含む物悛と L てイッテルビウム11)希痔水洛

液 (O.OH%) と酸虹ツリウムt遠んだ。す＇t生ヤ縣射には叙ケ炉JRR-1 の No. I~ 実験孔（気

送培付設）'t 11\いた。利用した中＇性子束を皮 11 ，約 3 X tO"-n/c.m2./ sec て、ある。試科 1 ま 6秒
湖経船 L'(, 秒の向を置ぃて測定t間飴 L' 計数操作は 6 秒ずっ数回くり返 l た。用いた

鄭諷置は名さ2.インチの井f f夕 NaIm)経品t 2.5げ cho.nnel 波高分析易！こ接虻 l たも
IT)て•ある。殺'1 定のさヽヽ試料 11 甘f 1/)底に蓋ぃた。今の場合 o. 104 m-MeV 'Y．線の測定を位
場するもの＼ま “s""J)y IT) o. 1os-MeV 'Y,t,泉だけと考えられる。[ G-d (o.102-Me.V7) や Sm (0.105:MeVry) 

が不，純物として存在 L ても前記の時向的床件のもとて｀＇は誘導放射熊がほヒんど現われない

と芳えシれる。］得られ b スペ？トログ＇うムには両考の合成のヒ゜ークが現Aわれるから）この

ヒ°ークの大ささを o寺向に均して 9° o ．ァトす b しとによ 9 訥i裏曲，絣気を作り， こか、を繕析する。
[ I::.。 -9 の大ささヒ L "l {更直J:..高さも取った。その理由ウひとつは， o. 104-c?> MeV という

他を実験的に検討した結界、．約 o. 10 'I MeV となり これが '‘5.... Dyの o. 108 MeV ·,t.をわめて近いか

9 て｀＇ある。］別にー逗叶麟試料t用いて検畳線(t.゜ーク、もさと 1 •'7デ，v ビ‘ウム量とが叫

図） tイヤ''))対記の絣釦，維果tこの校邑棗浪．らして定量を行なった。ー逢の標準試科
とは一定登の口紙 It一定受のイッテ Iレビウム，臼粒液、たしみとiせたものて｀、ある。そのあ及

這戻1サ輝試料 1 個どと 1, l.r. 9 ，箸比秘赦的 I t. Ji'布さゼてある。これにより検邑線li
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IO-2mgから 101 111g 1 でのイヮテ Iレビウム曼をカバー l t。
水i知夜中のイ •'7 テ Iレビウムの定丑戻験として，一定の方法で作っ T::. 8 偏の試料し用いて

定曼値ゥ変飯＇系紋這燐 L T：：。これシの試料はいすれi 0.2S叫叫凜（イッテ Iレビウムi農度
0. 0(,4, ;%)と 0.1 9 の口紙を専径17mm のホ°リエチレンカ 7゜セ lレに封入 l f：：ものて、ある。芍言C の

方法で中惟ふ照射ヒ放射能測定を行な..,たが＇，計数操作は 1 訊｀料 I C.つi 1~ 2.回て'3J切った。

くう L て得シ 4\.. fこ定量値の変動係数 11 S 7a であった。 このとき心喝等による妨吝放、りす合も
も現われず，生戒放船能のレベ Iレti則定器に卑す b 狂度であったから， この 5 J'oという俸
屯本法による定覧値（一穀叫斗中のイ·フテ Iレビウムの定量値）の度動係板の最lヽ限に近
いと考えシれる。·

酸仁ツリウム中のイッテ 1レビウムの足量史験で（ま，崩埠曲線が 6seごYb t l.3~ i n心呵）”
虚分かシ成り）イ｀7 テ Iレビウムも莉記の方法て定量すると同皓にジスフ゜ロシウム：をも 1司
様の方法サ｀定望した。ジスフ゜ロシウムに対する栓量線、1 j: I 0払gかシ 10 1,µ.9 1 でのジス 70 ロ
シウムを力、ゞース Iレように作った。また）母体の構成元索である｀‘I Jウムは守＇性子吸収断

輯が大をいから） （その大~ t Iけ紅繰元東中第 6位）この場合中 1屯手に対す b 自己進蔽効果ぶ
現われるお々れがある。そとて｀｀各拭料を大I)、 2 迩9 に秤 9 取り）、走量結果．に差が｀生す｀ b か
ど）かを見るととに l fL • とれ Ii, 9.クい方の試＇料に対す b 定量値が他方に比べて低く出た
ら匂己遮蔽の疑ぃありと判釘す b たのである。定吃結泉1よつぎの通りになった。

酸化ツりウムのケ析締呆

用いた試｀ A ・フテ Iレビウム ジスプ3ロレウム

試料 料り曼 定量値 足量．値
(mg) (%) (ppm) 

I { l 22 0. 057 a) 5. t a) 

7し o. 0{,2. 6.2. 

Il { I 2.4 0. 083 Q.) 5.5 lt) 

70 o.o7S 6.o 

注 a) 計数装置の粒ぇ迄と L II)樟湿ーを詑、辻ば‘Jこれよりも少 L 増大
す b 可能性ーがある

いの表-i" J ,,(，フテ Iレビウム定量値とシスフ゜ロシウム定登値 Ii共に試＇料量．に器俣＼ィ系のように

見たる。 L たがって 3 れらの試料における中性手進蔽妙果は蕪視て｀きる。iた，．）用いた訊‘

料中のジスフ°口yウムはわずか 6 秤fflて・｀ちるけれども，々の光電ヒ° -9,i栢当大をく現れ

たのて｀＇，、イッテヽレビウムの定登下限を1i..石するヒ告えられる。定量下限を）即農曲線、0)視
廉によって誰定すると，ジスフ・ロシウム 6 f'P,,,.に対 l て約 0.01 劣と考たシれ?,.

っを＇に o. 212 MeV の方の利用も栓討 L た紐泉をのべ＇る．と）こゥ場合（こ li得ら虹光電1::.·

クが小さいためと妨芋放紺能があるため，釦襄曲線の再現釦患くてば頼て｀｀をり定量値か
得クれなか 7 t-::.. ~ 

文献 1) 岡田，亀本，昧，寺田， B化 92.，匹（ 19、I).I 3) D.Strominger, J.M.Hollander, G-.T.Seaborg)Rev.. 

功 Mi11oru Oka.d.a, 松砂e 188) 52(l9 ヽo). ”゜4. Phys. 30 > 535(l958). し
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B q ビスてス中の極息てンカ｀＇ンり鵡拉燒哨

日本息戸膚麟 亀疇骨，碍＇滋

ビスマス 1-;J:直午勘紀度のものが｀原恥炉冷却枝ギ電賛凍患秩として注目されはじめたの

＼が同知バ皐臭て｀‘ある。 純農が高ま否 I<- つれ丸艦量に含まれて、、 3 チ紀物り足覺知）用

応噂望されて束た。 ぅ愛考ら＼げl吐弓放叩1t麟析 1-::. よりビスマス中の子純物 E疇：iょ
うと考え／芝の介秤久さ検討iて来た。 すがに食ヒ患）アンケ毛乙鋼ナトリウム
I• 7 9) て 1碍破裏浅およ公今畜鯰、パ亨 1-:::. j:り足量しゼ勾綽果を破告した。 今回 1す振
患お心ぶマンカ＇，ンにフいて骸知孝する。

が生和思として ,1 J証／息げ諷所ら叩生う束’.,,,3x I(}1/-?1.1伍ど／翠が2 時間虹豆、節，
射を行なフた。

試料的／f玄舒硝巖ぶ了 Iレコー）ヒエーテい場か争t t表面が弓菜さとりの屹＇き
＂打、年後，まず4虞震的嗅量豆、叶試みた。 詞料色ホ゜リエ今レン製砕欣‘ビ｀ン（豆fク
し／ sxタインケ;VAI（戎）シン今レーター〈井ア翌） にマうントし訟しー2st今ヤ弁）ビ皮』今

村裟 1-=- より了課スペクト）レ芝とり／ピークのエ方）パ‘ーと乎減期より核稽き l司定した。
極甕ー 3? t!)／ヽ／0ルVJ 2,I叫V d7 ＼勾じ゜ーク＼臼井'"'井移するナトリ 7 ム 1二ぷり棺霞立れ足量
で‘さ方｀‘/マンカ｀＇ンータtの 0，籾［ルV 0 ビーク l諄試料 I"-~ y．認めうれるものと認め戸れほヽ 1
t~と力、、あった。 ：：：れり［］ 9 3 牙純物渇渭疇当ぁつのが 1がぢいが X 衰えられた．

屹：：：て‘‘これシのヒ゜ーク町井存すぅ庇り岬 I＝よj L‘｀り祗晨が切磨 1r ぉぅづ、四検言すげ．

叩／互辺凡の口統I"'- 穆々"|応｀、ま必｀たこれ遭合物（ビークの見ラれた食帆t長
アンケ毛ン）ナ｝リウム戸 11 て枚討した）玄寸涯打虹柑しJ 0線スペ｝ } ！レ左禎Il足冥ノ

塩息マシカ‘‘ンのヒ°ーク叶h さゥぐ井存す 3 4也の根穆り意 l一ぶり上‘‘のオ砕資化すうかを訓べ‘

芦 仮り k ／以濃羨這づとして 1 /,¢”ッ心只疇してナ｝ y ？ムヘ2砂府以上
砕ヵると足量を行斥えず｀ノ李た (})02バ n マンガ｀ン／匁すして全／3，¢”ぅ飼J,¢序 I ヒ，東幻
”アンケ毛ン／2，び戸念まれると足署矛能と后つ：：とり＼，、明ウが＼と斥った。

ビ｀ズマス寸tJ)虚鳥マンガ｀‘ン n賓項し乙等店チ如'1/) n詈l'i-この隊累をj::..逗る：：：上JI^ f

想立いバ｀，クぎ疇知げ崎離を行ちっ Z 放知囀的 le::.希もな試料を k y氏｀レノ頂和泉
遠輝牙ち稼，i恥tt応汲暑謬4 C 用 LL たいンケレーター lす l 衿インケX2 インケ

井f毬があ~).

騨した百ぐス玄硝薇 1-::. .tかし／多＄マンガン） ナ｝リラムの様析‘玄加えた化＇塩
条叩此知し乞茄殿をくり返し／マン1J‘‘ン IJ:.f,食ィオン交硬秒直釦刊 I＼乞t`‘ズマスと合離

腹環応ンがンとし-z,, i;G殿させ／ iり釦＜ y卓じ乙猜船した。 楊I)足試料汲約能Iず
I¥ 1j＂れ｛ゥーなく／叩幻透やしtさウ lク讃1が戸来のもりの 1更印噂手れふ。

捻果た表／ l疇、す。
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表／ 史量綽系

訊‘ 料 函 患 (_p1'処） マンカ’‘ン(pp介し）

B4-A ／，幻 グ，ち o,7 (), IJ03 、l グ，が0/

& -13 ダ／ 4'/  ヽ, 002 ノ ,{/,(Jりが

&`—¢ :<_ I 3 / えJ v',()”ぁ ク，んク2ク

クん‘- 7) 3, I I 乙 92 / o．ク2

厖ー E .2 / 

易‘- F I I グ、J-, グ，‘tJ3 ノ ／／砂f
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B 10 非磁和知ょる作物体中凡知の放炉qか折

忽業技灼研免汀・日矛厚う b 研究汀 。渋后攻天 負手雄一郎 矢島湮i史

原Jザ滋11刃〇るようになっマから．中椎：う経船による油節•It#布］公が秘主レ化営拘

叩l」l"ミれるようになった。勾鳶肥和叩 l：：いれ 11美用 L rc 古(it !:.-l <,i,三 m坪
士ヰ心嘉中 0 J`.'}‘'7ム．スいコシ＋ウムバ研主山田博士苓の担吻Ifが顧．マンカ‘・ン
そ＾池疇も分析 L r；；可兒がある。

蕩者年I~頌泳侃浙が瓜度か→酎． 作カバ釈を養んd珂究1d更手I<・ロぁ 9 バ．放：jrit.俊
りい栄芍か饂揖乍いや r;;: のに． 9 教の茄祈り子刃易合に悴年珀？’•rよ 1ヽ呉こんと＾1::. こ

＾たあ唸幻藷瑾如t:して口釦這l屯畔t::.町9 やすくする Fあ 1::.. 化浮箪囁
操作てはぷ d 碍成凄込による水獅仔中幻呵の政卯Iり分祈法t汽心•

”わら、かガ洪料と l て々巣肱字紐水田の水櫂i茎菓三稽hN暴 9 収穫水紐の水稲茎菓
い町ヽた．試粁量 I60巧”"して苓己綺 1こつ内ポリエチレ以媒サ封入．顧複阜試料とと
も I:. キャプと）Uに入れ． JRK-l 実験1L No)し（給中作｝京が lo‘a,I-]・血｀）に縛入して 1 -巧

向罠9が邁さ吋た l r~. 賦第武料を即時I紅紅9 した使．飲料瑾互給がらと＇J出し測
史甲#'}エ 4 レら砕Cンに孫し Z 匹→品千ャネ vr線波帝か祈塔（Na.I'1) A ;,ii迄X

臣） E ijJ II¥. ア 1Vミ＝ヽ兄ム如這（0．叫／心）てが県でつ..,卜 L •“伍の光電ピー 7(an四

凸9) の波高直這）追 l (=. 

本令祈込訂瑾豆すうたのに． '4笞刃照身9時）旬．限卯拭秤＾キ靭時洵．拭料癖淑暑．；；；祈
鎮＾玉環杜およい1 1iir収itを詳細 E棟した、峰要：

中作｝蹴第時）釘は 1 _2 峙 9匈（位 1d‘勺臼；也）．キ秤時1旬 Iで～剥時向，試料我諏量 1不 lo

~IOO呼丘｀ I~ ~,tJめ？よく一欲した偉モ未したパ． 訟呵火J:.にな 3 !: ~ s-,'o OI 渓羞こ伴

った．回収作て‘Iさ．＊福茎稟 100→”"口しこれに既知濃度の位い沫加し 2 試かり肛冷
加量心渾甲試料り片のも＾と 1可一条件下む｀が祈低豆比綬するヒ． 2 ～ bo、gれぃ澤直ず
2 わめてよハ直埠水E 己示し． 水稽茎葉 100-a,中に准寸されていた綱が囮収之れた。再現牲

ヽ碍ぶJ 2-3%<あった。
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B ll 放射化分析における一つの便宜法にいついて

(Yttria 中の Dysprosia

電酒研

定賛への適用）

川島敏

ある元素を放射化分析法によって定量する湯合、問題とする元素より生ずる核種

のActivityとその元素の摂準試料のそれとを比的するのが普通であり、いわゆる絶対法に

よる場合は斧である。

比較法によって特定元素を定量する・際の正確さや精度が Self Shieldi沌:!!:ffectたどに左右

されることは周知の通りですが、最近J,Hoste らは、比較法に適当な補正をほどこすInter-

nal Standard lt.ethod という方法によつてそれらの影繹を浚ずることができるとしてい

る。

一方、放射化分析的に二成分と考えられる試料を一定時間熱中性子照射し、適当た方

法で計数を行い Decay Curve をつくり解析するならば照射直後におけるそれら二成分の

Activityを求めることができ、それらの比から一成分を定量すろことができる。その様な

方法で、浜口、川島は既にサイクロトロンによる放射化によつて Yttria 中の Dysprosia の

定量を試みている。

こヽでは、同様の方法で、原子炉を利用し、分析した値と'Y-ray Spectrometryによつて定

量した値とを比較検討した結果について述べる。

Yttria.中の Dysprosia. 含量を Dy2゜3 (%) であらゎすと、

巧o3 ( % ) = R C 1 -R ＋・・・・・・・・ + ( 一1 )n 茫 ] 100 ••·••••• ( l ) 

MDy2o3 ~ 376 1 v J令d.E FY_易
R = =—· --•一・ • •一

R "< 

1・裕゜3 276 a v joDrde FDy 怜

F: Saturation factor [ l -ｷexp (-At) ] 

a: Atomic abundance. 

- F A 
5.92 ・半．⇒·―互

6Dy FDy蛉

-— 
O'y = 1.2, <S... = 800 

R = 8.87 10-3 (F  I F)  (A I A)  
y Dy Dy y 

-4 
R1 = J. 46 10 • (ADY / AY) for 1 hr irradiation, 

R2m 4,01 10-4 ( ")  2 hr 

R3= 4,57 10-4 ( ")  3 hr 
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Table l, Determinat;i.on of dysprosia content in yttria preparate 
by radioactivation analysis 

Y-Ray Spectrometry 

Sample S -St. Dy2゜3 Content (%) 

93 Kev. Peak 47 Kev. Peak 

Y-1 3 -2 3.00 + 0.30 3.08 + 0.22 

6 -2 3. 73 + 0. ll 3,66.+ o,07 

2 -2 3.50 + o.o? 3.50 + 0.05 

Y-2 2 -2 0.038 + 0.005 0,043 + 0,003 

2 -2, 0.055 + 0.001 0.054 + 0.001 

3 -2 0.054 + 0.002 0.053 + 0.001 

ll-Counti叫 (-Conventional Method) 

Y-1 3 3.26 + 0.06 1 hr irradiation 

1 3.lo " 
3 3.36 + 0.04 II 

3 3.46 + 0.17 2 hr irradiatior: 

3 3.42 + 0,08 3 hr irradiation 
Kaken Cyclotron 

V-2 2 0.109 + 0.006 l hr 

3 0,086 + 0,004 l hr 

3 0.093 + 0.. 001 2 hr irradiation. 

純度 95 ％および 99.'9% と疾する酸化イツトリウムを硝酸溶液とし、その適当畢をJ'RR-1

で所定時間中性子照射を行つた。その試料を洗ぅ9 した後渡高分析器にかけ、 Y-Spectrometry

を行った。

一方(3-Counti碑を行うには、イツトリウム Carrier 加え oxalate とした。その結果求められた

から
照射直後における Activityの比 ADy /怜 を照射時間に応じて Rl, R2, R3 を求め（ 1) 式から Dy2゜3 ( 

％）を求めた値をY-Spectrometryによるそれらと共に Table-1 に示した。

-59-



B l2 アンチモ!.. 124 Sb （直）っ自己放射線酸釦

東大放養 私鴻＝郎 更村茅侠

llI.f両のアンナモンは 4 オニ化放射線1:::. よ'J v-園 1＝酸化さい． 6°Co の＂線で 11逍嘆化

蓉杖率 1i 1 N磁醸漆知 ← 3•4 （径~), ~ = 0.4-S-（窒集中）， 1 炉騎蒻知
(¼='3 .4（空~,茫 o. '3 6 （窒素）て｀あっt二CI ）． まt：：：枚恥l•迄アン今モ叫自己枚射
線 1＝ょ直m..V陣 9 舷態 I道紐~ "4-, -c. I I i:I,:,がへ、っぅで＂ある．放射担了こ令モとし令む

溶の自己昨線峠遠朕ヽ•い心兄の放射線化差収幸這I浪が良喜貸t行った．＝心l定
叫峰（富）氏遠定(2) がある叶I讐，ゎいわ.fl. I屯匹 Vi西つ了ンナモ豆農唐i. ,1~ ーラロゲヲ

ア的頑定 L t＝．四Sb枚射悼核より奴射さいp,滋心井9しギー 1直ヒ，如恥＝対
”吼叫岳なら'(1-"'：：芍言己の 7 こ十ユシの 60C.o -'lS'虞＝よる放射線化学奴卑なと1し力慮、
l , 自己枚知疇1ヒ炉率ともとら凡さら 9＝全ァンtモンぅ農庁，弗茨中 1：：ぁ・ 19 るアンチモ
ン... ”外刃熔質元農度などによぷは李のがい顔l定-J ~. 

0) 一師 1口理研租吉廷幻58(at和蕊斗）

0) 神原蕊耳放知淳討踪令諄喰
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B 13 中往子照身tによるトリアルキ）ロポランの奥住化

印王•大・資桶状拭 0 田乎豊 w/J, mtUI| 

閉虹義，竹内 正，永田賢司
トリ T Iレキ）しポランの）ち了ルキル基の炭累数が 3 箇以上のものはその藩点附近

で紋時問 nn そりすると・ヒとえば次式のように奥往化することか知られている。 He1111 ion り，

J. Amer. Chem: Soc．皿， ;3 (1157), Brown ら，J.Am er. Chem. Soc. 星， 6434 (1q5qJ 

(sec-C晶） B二(n-C叫 B
若者らはこれを追試 l て•この異 1主化ば 3 つのアルキル基がそれぞ爪別個に買1主化して
り〈ことを確めた。

(tertー（叫B-ニャ(tert-(叫（i50 ー（晶）B-~ (tert-(』,)(iso-(』,)~B
• 

(i SO- （壮）3B

トリアルキ）レポランに中住チを熙身t L E とき，このような異1主化が如何におこるかを検

べた。すなわちトリ- tertーフ“ナルボラン トリー Sec.ープナルボラン n- プロピルポヲン
, i so ーフ゜ロヒ°ルポラソなどを石英管に入い，中1主子を 6 時間、亨第 Lヽ た後この試升叶紐
紅鳴吸収スペクト 1レ (N MR) を唄ll走し，そのスペクトルの分彼，形状の変形を， l らへ”た
，平往テド"ljの影讐をみるために、平 1主ナ照射時にともなj 80℃の温戻，ガ＇ンマ線の序＇

(/)影響を除くことを試みた。すなわり／同じ’拭科物質を平往チ癌射のときと同じ容器に入

瓜て，それぞれ 80 ℃ i::. 6 詩問JJり熟 L たときの NMR(l)変化／ガンマ線 P”l「 8、哩射 L たときの
NMR の笈化を鋤べて．そ爪りと平佳｝照射の NMR の相累をtt較枝討した．
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B 14 = I ;,.. ~ J';:,,-ラ 4 f'ヒ瓦蛛卜り 4 ウ A り及応．

日不予ふヵ吋噸汁 園本没恥．

瑶和｀ィし柑窃'<..- I) 令わムt盈と逗冷＼紐守 l’也キ眩射とf↑ rp 3 と L;(1t，-<) T 及応ず互す，1 J 

ト 'l 今ら 4 ＼下及誅こ午しギー芍叫v~ も）し弔杞這衿口缶戻· l rF プ＇‘;とりエネ L ギーと

杖ヽl 4しい□ 1:..斗しヤーに血"疇が厚丹＇f這嘲 4 3k 矛，柔ふし歪狭\_卜りチ'〉 4 噂該｀と
れに弔怜‘4凶苅乙互阪‘可｝。‘")い直f-- I/ 4 ';J Li I IX 拉よ，す嘉g心序＇，戸な£•ク

氾卑こ芳息 I、いへこ及如りメす＝し'4 遣戸炉伊がうよっら突隊）碍tと l ?..Ii'＃令 I;,. l彗
B tりで否ふ．

とこ？＂豆 1"3'肴科必沿わ］のグナ内,~オ{ lj j /-りチり 4 りガ矛こ蒻＾·、とっ及たつJ-. 7J ＝ス｀＇ 4

q炉〗q目I>うりー漏'<:-- I..'=-,ミの 7 "---うi f-`’（了t /-ア-"- 1/ f-'I.. 7'b. t:..才土アミ 9 1---̀', 7’’ 

チル r = I/ ド＇，イ V ブ＇ナル. 7'"""- ~ド)/"),, 1.夜許と試み T::..

祖昧 i)股虹ヤ私：全f = I) ド'l t- "-丸褪 v 千ウ 4 l" 忠く表令＼詠R-1, t-l o,C 史釦l、"l" IS-

紺可か疇印いぅ rF う互（…砂、ti....x =.2. XI心／心圧， rら／勺•)

. ii)旦和位の処逹．こ平悦｝照取父q訳洒 L 互以 r しコー LV I::. しか L :f-奔q及設I）チウ

A も身因，I＇辞液屈》戸が紅和歪ゃ? :::.. l/ ::..、 l j- I 念要森訟‘了＝うイドる｝と1JP 之ェー 7 し
＼二しずしシュり畝詭忙キ会t'マ :;:;-1）シ L シュウ汲母\:.. ¥ "t.キ方に抽填® l I= 芥吋す伍7.’’条

iぅ崩竹｀口希式\. Iv } \'&.＼こぷI 午J- I-') tり A の夕や年現心 L P- • 

函 I

心 :3:1-1c..ロ:_：よH:)]叩：立う｀で、 9 →9 冨＜ 0`+た、I{``
1-1~. _, ~~to由3 lH•o c.flJ 

｀戸心↑ R富必， しこ；9-Hだ
vｷ 

(,ll[)畔 RC～岬—— Rc.,, NH,.血二RKHュ―一畑星炉1-/ （応炉Ir忍ぷたり少ら汲）
吝至恩—

み咲筍こ Nご霜汀知やに秤｝干→再名山，＄年号遺溢＼に
叩心：危吠呼... -t,見呼先＼ ppo,?0 p o? q卜しエとー了ル2.-/V毒来 1＝しか＼約 20藁り吠秤
G，ん\-:. "l'sが表妬己ン今レーシ.,,.ンスペ'1 1-＼しI-一¢ーで‘急乞し T::..

代平：危 1 ::-‘イド l1 万9 T J v:.. 7＂直銑ぅI-リチウ 4 り r干みtt. I;. ? "t.ト T a...,Iド＇ 1''.ね／，

プじこf ::. ? = I) ド＇1."い·之，プ‘千し？ ＝りドヽ,, Jこ7 ？々みク，又多 7 =-'fド＇ 9 メタf之クト

I/ 千ク 4 II'\全t-り千ウ"'I I:.. た？グj令1,矛 b とトロベ↑k, I.::,_“ ノ之3 Z t‘’テ 3 ． 了．t卜？ ＝リ

じこり方りt tふん妍ヽ→王戒，｝ T = 1, >でに。渕67,, I kl:~ ゜／．，ヤ：立’/。1.99 あ平・

圧り紐手か｝銑がり炉｝ゃ足v ヤり今 h A パ狂‘い'-,.入りイす< rE }っ..,f-- 1 il I>- ，か釦

客t B しデ＇工 Tt 1, ヌ，7，＇千 w 7 =-11 l-" I\.;易 8 o i五1J..,4~芍 I>- がら口斥つ1..い 0 わ，泡） L..にふ叫メ

が必ふ…ー一A -iヽ1 灯てt注しいげl 千ち込代、科tのらり 1k 芍ううし乃:z_. 5 4---}. 

[
句

5

N
H
o
T
料
⑬l
,
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B L5 烹梅リン化合杓の反咋効果（'ii I,板）無様·リン化合鉤 lo 10 、｀す 3 がい
作 lfl、こついて

IJ本原＋如項兒所 島 9易文 0 中t左右

2, 3 の無禄 I) ン化．合ク勿t中雌キ窪射しt: 1 さ生六する紅pの 4ヒ序形乙、 I団体紐品、t,

J'-f C7) ?.1-によ 3 往叫欠化t調へ．．tきた． ここて 1よ各雑の 4ヒ労彩に見出さ礼3 3 ユp ＂比杖射

it t丸め 3lgみt••あ 3 r 妓の 4卜用t詞べ• 3 : L 、 まt--、ヤ 1生キ照射 1t. "} 3ユ)'.,化学形の r 線

I: L 3 埠叫使くヒ、 r 線訊射使 1:. 中枯｀キ照射t i 3‘`L によって` r 線 IC t.,'t伯品内、：乏c

., t、史化が反誂”,, 0)化，字 9｝の分布 1: 1:.., L てし』つようナ,i’”『 E 及ばす＾＇二つ｀｀てz., 3 

の炊tt -t行っ七。

:..., `k 球，:. ttjヽ 9 七針料 liこれ 1 t",史験に用、、イ：も 9 と同じように、令叛の打紅試｀巣t

含人塩＾弔合に d tのi i、無人塩の鴫合に 4 含）ぃ私の仕号o t—ふ及填をfて" / 0 0 O C.,: 

ゎ塩しt軋久 L f2 tのt”あ 3 。 ::,f{ ;;ｷ I) ~五から全衣す 3” f 9 化学 11} 11- 2“；；；角疎t詑加し

to; ` -7" ク I - II.-;,冬武tA. 1ll1 l'I 'l.す 5 一次元ペー，、。ークロで 1、グラフ戎ぁ．よ公戎イオ・／矢

秋樹罪1. Ill 亀 I ~令紬玖 I-· K フ 2 珊へ．．七． 往ィカン欠換樹非は夕••4 ヤイカ；； S A / 00 の 5-f)

~,,,,,'I.., ;.,ユのt，，ヒれらt -…長七／00 伍…クり h 9 ムし L ` D, 08 月社殿＋ 0 ，f)ュ月 9五

化カ・Jウムぅ冬女乞シ象紬液 L L t王リン東，王リン岐， c• O') ン紋衣・介t浮よ L ` /0“ 五

成遼丸t”れ°')')ン醜成分ち溶出し七． こうウ、験，： d 拭耕しし 1') ン戟 1 ナト＇9 ウム） 1)ン

練 1 +l·,9 ウム， ＇’ン紋3 -t I·'I ウム， ＇）ン酸 1 カ '9 ウ入（無，K 塩），丑＇）ン酸ナト＇）ウ

ム｝也，I :.,酸t ~.'/ウム（名，K 塩） ] t用`,f:。外に付託しti小っ-t.t,,t~水 4, 名

久雀＾的着t使用し七．ナ l・リウムあ 3,, 4 カリウム極中のナ~,,ウム名J,`”ャ，9 ウム

含号 d 災え令克分林 1-:. t 3P/i姥• t勺い、討料の合もA¢ 及射心広，っと，て吼 4、め七。

正•Jン翁ャト・I,; ム塩立加稔す 3 しヒ． 0,l ン軟ー、,.. it k す 3 ． この 4頃向 4') ン戟 I ナト＇）

ウ,.,, 4 "t" tっしt ｀｀ヤし.. 3 L く、 /t, o°C ?...長叫問畑熱す 3 とt:.° 0 1l ン直の生れが範．今

られ~. •J｀ノ醜ュナトリウム塩の弔合，＝ 4 / ‘0 °して゜ぇピ 0 ,Jン醜の名れ逹凡は 1士 3 か I<

也｀‘． -70•(... にか， 1 乙 ‘°c。 .,,r 線を正＇，．ノ｀卜’Jウム塩つ紅音e I二/. 2. }'. /()”んの埠危費

卑 z•• 3. 『 X IO クア應射 L 七しさ、亙，1 ン絞枚今， t;;.ー O') ン戟奴分，ォ‘°’l’} ン教衣分（メ？

＇l ン醜れ分t 2 む）は、、つ＂れtペー，、0 - IJ o て 1• 7＂ラ？玖,,.よ 3 よ灸武限塔以下でりっ七。

(CT 位 6,.. 1 よ＇I i',, tぃ： L t t吐す 9) ピ°')ン成ナト '1 ウム塩，至リン｀~')ウ

ム塩t J:..,,条件t••バ況 m，射し 12 tさ 1-:. t,(いい＂ゃい知セれ.,.よかった。：つこ｀t... 1j 

集 9k 塩1,, ~心念火袂q両名 I::..., `'1 硝焚·セい•

J R R-¥ 9 え送急（仕f 1`t子束 ¢.4 )I.. 10 ＂ウ／←心ヽ c) tf  1生み煎射 L t~ t1奸．tド；イアイ

スt入礼七ジャー6'I f,-:. #;,セう、 a tつつ••きー 7 0 ｰ C 乙··‘° Co の r 線t照射 L t'出泉（

tバ年 I 、 o x /0 :r Y／ん•)全線量/.,..,'l( IO‘T) 、.E..’Jン酸＋トリウム塩で 1ゴ``.,..-11...,塩")

心あヽ '1-::. t次亜')ン戟成分ぢ•と a·· 亜 IJン訊叙分＾瓜Ir L 、 t:.• a'I ン岐な令"l. ;i:•'I' J ;,醜放

令＾合詈ふ•漕加す 3{_~ eryや咲屯原｝ tf r-大• It 5 照．射吋 l司 9 証長 I'; il :,て亜，）―..,酸衣分つ

登が•作下可 1 現象とよく対 K· L t,、 3) 。 t" 0 、 1 ンiit十卜＇）ウ A シ&")は＂あ｀｀に 1ま EIJン醍
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戒分、亙,,ン腹衣令小成 17 l 次亙．，ン戦板分の恭 Iケ，1 屯わめてわっ＇・ム-z.··あ~.亜，）そ破ナ

ト，9 りム複..,_..,-1吠亜 II ン戟威令f) ~'t-ぷ鯰められ 3. ~礼ら n 虹果,s, 5 す線 I：よる反諒＇ヤ

の祝 B~ 使<t,:j.怜 1-:. t 3 ~18~ 、長 4\'.. l!..心男，て｀ IJテ•_,.シ a ン＾シ言加 I2 羞千足しJけれ℃も、 `) 

了ンシっシ以外の衣分,:, i哨らか 1:. 4魯加すJ ~のぶぁJ o ~ I:. K 3 人蜘＇勺’ゥ筑 8奇皮＜C 之＂

11') 了ンシっン以外、tし一＾ A 分t旱棚 I:. 法 ,'`L 、') 7 :,..ションの／営加か••足C 3 古オであ~ 0 

あ 59ヽじ今 ‘’Co .,ケ線t {(t温(-'7 o° C)  1.·•照射 l` r ，イアイ7-'f zｷｷ.,t !f l てぢ．さ

｀中 4t ｝悶射＂直印，'i/'ャー、｀ら土＇） t•• L Z 照射t {1, t、:t•あヽ~,j、 r 腹 I:. J:" J /:l£ Ot生化

，，．t．g文｀ ｀クt, < I司一q烈侑魚 4↑‘: L t'は•• 9..,っと｀ r 台長 1, よJ坦時・史くしtイ1 つt; L "> It 

t••たt -t;.なくし';I.匂；；れ＋ょヽ、，ta. こ0),i··あヽ I I: t正 '1 ン誼文瓜...,t太° 1 ,Iン殿枚分 z eー 0,} 

ン琥紋介 9 合贅 d 肴初 1 3. :£リン戟公分り；A 9'l，i,）ン統 3 ナト＇）ウムナゑ， t:゜口'):, l!J文ナ

トリウム 9上で•iみられJ ~···、 ,,ー，誠 1 サトリウムJ,, :;.紋 1 ナ,.リウムt.!b, 2ｷｷ otぼ.,_人ピ絶·

ぁ 9 ,It,tよ 6ヽっゎ。

. ~、人ヒ 1·- t 1 1 告楳，J ·／化合初t·中 4tふ呼．射 L f. tt··あ・ 'I-. f放す 3 反駐 ”r, 'Jテンショ

ン以外り各ぶ行，： t．、 L t屈う炉内ti) r 線 lo よる分用‘‘.. 3・ r の叱紋射廉t fg下す 3 名午 Iス

2 h h 'I.、り 1.. : l!.、 て均 19 よ 5 tt叶ヽ).__ <t. ,1 船，9 と 3 ¢t叶ヽt<t."t.~'l.,j灸楕＾•• 9、つ 2.. 3 

'(..分よ 5 れ 3.
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816 中杜手吼射 L t 2., 3 の無様，9 ン化合物から生衣す 3 及踪呼＂，水溶液

中にお 1+3 4ヒ労形の交化

日ぞ・辰｝ h バえ所 g中•音た右

”リン化合物の中社チ 9、"、射，二よ，て全 A す 9 及践 32r ，熱，＝よる紐 8手矢化さ埠べ 3 喝

令、 往品t心各液 I= L との古、 ペーバークロマト，J・ラ 7 ;去によって分紺i t行い 4ヒ差詈クを瑾

認 1 1 月；去セ用，、てきら L d、 L t L 人港未中にあ•"て令紐 2 "'--てく 3 各敲分っぶ分比＾．·

4 間つ投過ェ｀ tに使化すJ I｀ーあヽヽ C,i ` この間の叫間的史AL 喝· t袖正．す 3 文羊ぷ起 5 。

こ-:.て• 4 J:. I2 述べ七ような化序央I冗 1：件't.起 3 化牛 Oりの、KAl'.. t ［月ヽ" 3 ：とによっこ｀中

も 4t 4 帳射 L 七出品t人 I2 " i i，直使9 火森丸中，：本 1ナ 3.(t"~ t碓杞． 1 ;乙いう目的・と
、さら '1= At:.労介紐，：よ 9 て介Bi tれ乙さ七各成介の 9k 冬凌ヤにち·ける↑4 貨t鯛べ• 3 こと 1:

己 よ，て各れ介の日丸t行うt,..;-, "I知見t t9 3 目的t· :.,.X A食t々7, ¢。

.. 

暑機I，ン化合幼乙 L て＇）ン岐1..,.トリウム． ヒ° 0,} ン岐tトリウム，屯リン戟ナ I・＇）ウ

ム，吠亜 'I ン鰊t ~，Jウ A t用、，t. これ 5 の紺品t J R R-1 "隻直 ➔L tｷ: I 逍 ra m．射（・有
蝕黒射叶間 1 S ei f』J松中＋t }束4.9 人／0‘’ ウI←•• Sec) L たのち、 角温に仄屋 L z 2.~ 3 

逍日飩過しt tのt伏用した。f 4t ｝屈射した自も品，よ，K,這．嗜・、 L. 3 o 令～ユ叫 9り使、こ一

aA" 杭糾疼液七t L ~ o. o !; M 塩応。． o 5 n,} ン岐ユナトリウム落：丸とし1,,。 これ

t,i豆温ネ呆i' I< 紋星 L 、- Ci f., :.”しに試糾弗丸t `,}介飢t "1 ，七．化苺介負fl. 12,i z” 

戌峨屯飩わしたれーブ'? l -’し；釦杞t瓜l"l 乙 l Z 用，， 9 一次えペー，、・ークロマ,. r うフ

法， I N ァン E ニャ水』シ＇’カキサン， ”-7" ツJ -'しtそれをれ名そ混合 L t溶浅t./l.111'{柑

乙す 3 一次元ペー，、· - 7 0 マトゲラア玄，庄ィキン久挟掛肱にと 5 方法i J-.J "た．杖射能

q刻え I~ 』i寿’忍 119 か＇ス 7 ローカウン 7 t用ヽ1 七。 比炭射熊t ta 5 tみ 1: 毛') 7" デン 7·• Iレー
法 I二t., 1 各杖介中のリンの青—ti·み七。糾晶.,れをfl 1tりらかし．．力災た分免分析よ•よな放、

計化分析t f•., 1“Aヽ＂七．
ペー，、・ークロマト 7" 9 7 広，z L., 1. "u t行っ七拍果、 'L ；冬走ゥ r H I：よ:, t J.ヒ牛酢？

皮化"61··左右セ礼、醸 9 濃凡^•高< +.i. 3 1: し七")\\".,て知l'..”‘••イと進t入る: l......紀めう礼ん．

このセヽヽ桟イ穴ン.,効果 I＊ほしん乙＂・観められ d かっ A. 過マンけン碩 h'I ウムワ今 9た戟；各

鬼中-i:· it歪，9 ン醸れ令の項心•みられf=。 'Jン戟9盆"I ;化It,t Ii- k'..人乙．．彩碍ヽr· 社、｀よう 1こみ

ぇ 5 い’'、 塩，，ぅ焦んム••住か IC 迩＜五 5 とペ- Iヽ・ーワロマ I・グ＂'7 7 私，：よ 3 介紐~--不た全し a

9 ヤめ 1: 、 リン醜 2 ナトリウム塩のIt"あヽヽ C,3I H 以上t·士改入., H 等t r遼｀｀み 3 :.,_ん， .. 

i"さ 1.i. `‘っf二． f[ 4 オン矢挟相i占t．．令観t tT っ七絡条I:• o,J鼻ン釦'! ~ 61:ｷ t忍みられた。(),.な

”月堪玖＋ O ` o ::,.. H 9かし力 I/ 9 ムの逗合溶洟から紺枯1: 9/lA tれ 3 A 分.,ぇ杖射枇，d を

占め 1 畠い． こ0\爪行t /0“ 塩軌距紀已名紐 l 、加* L t.菜発耗固tとセ~ I: う文塩岐

遠浪 9-;. :"角 L t，，ち大.....今~ t.こ 9 訊者f.,ペー 9，oーク。マ,_クーラフ今紐t行う：乙，＝ょ:,

2 重 'I ン戟＂生大ぷ認うら礼t~．しI: 洛 6｀しt弔合 1二 '2 3 0ｰ c で•• 8 0 叫杖芭 L Z を北学 9S

＾、史化 d tり/Ji (. "',··もヽt••あ 9 -t. 中 4tク届t乙と由塩化ナ I• 9 ウム，砥嶺ナ,.リウム，塩

／，し h りりム本｝セ中Cl)皮バ＇i火,. ;,年ヽ、し七は••あ．，しほ•[.. /....~- I司 L．．灼呆t償七。
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8 17 痕硬い渾パ兒碍」蘭 19 府杞
叫Sb ―ぢ元屎につヽヽて

象允久件疼 1累舒 八未店 17 I&- I凡考f名

1. ベ -9 ー殺免 I• .t, 1 ク A‘ fれ 3様紘輝の、啜走呼の反琺，ー｝つイい摩的勘誓t、 1 

ず唸b -19に1e 反 I=.., `‘で投匂、そ a 熾月で秀淑 1 3 ：と a 叔｀ヶ-r...
疇 (z、ヽ年）、浅夭シケルギ• - 0, t/ 2 Mev (/¢%)巧•よが'o,““e7(IZズ）

の^`—ター彙免さへて、＇ュタ,,.,Te (t- 8 日）で右沢可 a. 'オ守るのうっ和知介，v f‘-、~.
＂緻｝ t電手への,J- fe-, IV ギ．＿のガ頂C 名、よす’予れらの月館肉t秀慮1 つと、＼弓＼が 0,z ~ 

1J. eT 61 飩団℃秀んられ，， o

2. Im丁とつ＇）一の＇閤臼諷し．マンケ元ン（証）ガ‘よ介‘げ）の食疵4紐該心
的””松し、序↓l 1i‘釦易叶所 I= か這由保和 l加14 tい灰‘了石・線叔が＇祝
、うが IV l1 1/)っ、ド d• (Vl) の移枡t命加し．究殿．糸 I＝よって携伍舜 lzrsb4‘ う'iれをれ/ji
細し、f ,v iv (IV) 巧•よ d'(Vl ）＾の所釈身t条‘めた。手ゃ同咋 1:棟謡扉丙b ドついても
、吃 n ＃償炉舟稽様 1 ゥゃめド了ンケもン（"j.)否・｝ぶ(V') I項柾針村し｀ りれ冷｀い名
府多七企めf二 o

'3. L 4 fl.ゃ蛉屎 11 千也¢遥。＇）て‘‘あった。

棟絨‘l這物 唸b （親）の状態、 叩"Te （｛哀）のク配

Sb Clff) t祐） $b (V) () Te (IV) C%) TdVI) し~)

~b"" 03 （国体） qq I qq I 

Cぶ{•ぷbCQ 3 （潟体） 10 0 

゜
qq I 

$bCも (3t(HCR..魂喰） l oo..... 叔 0 →増 qq→璃‘ l →哨
k晶如07•他0 （周体） 3 9 7 5 95 
$bas (3m収幸夜） 4. I sq z 98 
s柘 04- （月体） sl 4-q SL L9 

y↓j::.のこと 4｀ぅ国炸て“のミ Iv ,t ~ゲ I＝ろ’‘‘て 11"、アンケそン（直）力‘ら 11 約 99 ％が

q Iレ 1 1/ (IV) ＾瓶伶ィ‘‘、目（マ）力‘ら、が約 9 7 、% 4‘’‘(Vl) 叶板侭て‘‘、 すゃ如睾液イ｀‘n ミ 1し↑

ン 7”1-=- 6‘‘` 1 ヽ'f.わンケ元ン（ャ）-6'ら"f Iし 1レ，で舟遵元製< IV) イ｀乞られつ＝ tイ｀｀わ1)'
..,1:-. 

ン化移屎かいf >r. " ~也 4‘ ら l宍rsb-'’”fe 床イ‘与佼ざい 1 様私祖で、竣免峙の反躁 l=‘
ょ，，t （い印渇孵tう,,'?,:℃が秘められた．

812 中止
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B 1q フェニ！レ砒岐堪て用い 3 As'んホ••J ~アトム化1- (統樹

もヒ大涅釦属廿粁研究所 積藤和ム、鈴木立、知表岸紐表

A‘4,ず免ir. l*3 回放hlに I均討楡,t.於竹 I日）み・りke^f“”必が，K ~ I'?釦紐碩渇
如｀｀あ 3 てと及ぶ恥、杜、ヤ|'生み汲辻りかが町財t'..{直漬ぷl 、て、、こ x 1 ←肴目し，スチ
ラード・チャルマース注バよ 3As'l‘")祭逹 lべ応用し，比衷約簡便乃極：炉••11-ぽ汰紆4,(営伶旦っ

に灼遠杵 k,0囁か‘の；＂紐疇＇‘のか錨を行う~'I: I如力して。さ;:, Id恥が口ぶ‘’
剪心‘息につ l、1..も校訂し応ゃ％が 3 価t疇在在 93 -::.こをi打 l1 瓦し介し -:...9 紐ず

lゴ団ー知坤が、文を用い 3 こ-c Iべ仁 3祖わ和更さ A が2べ芍入 1 3 こと 1吐 3·““年入
の可 9這もあ l) J tふ＜放射化が4 に研 I: A‘淵 31て 1て．虔灌汲を併弔すし松索があ 3 な
じ｀｀肴tネ利ち美ずあ 3。位ってわ心叫祖L当 m今誰以が見灯かA 口．．j -がっ卜ししtフ
ェニ 9し広襄t tっ臼ボ 1ヽt方が和1 -i.·· 1> ~ tえへ祠 a 栓打 L~妹呆蘭便旦っ必逗ち狐
tい、し灰．~ 1..·~ ..,—d) 11" it¥';... t 3 A:‘9 哀入生．t虻>, r-.. 

A;‘の灰跳片ぅ今紅1 9見缶廷ゾうい 9 行われ1 い 3 が~..,うう和惰,:.. J:. 3 紅i広（ H ．
とt “4. 7．叶• 4--/j, 2 ク 3 ('fj))マグ｀ネi, 1 品没によぅ今紺tt1 位： Rい如グ4、“^
►7. a-加‘cc人生 ¥r7 (Irり乃ヽ頑釦目 9j這用て“屯 3 t:秀ぇ 5 瓜 3 が和ピ輝ぐあ
つ〇ヴ＂久、えなよ 1 紅む夜＜抽知卜紐釦滋ねし ll 面森上、すへ、さ絃条"t t易~.

Cr. o. 砂表石ガ(I AC、 5．，心/JoJ (IS",り） I1As(llIJ吋tミ；農さ＂羞略℃し＼ 3 ¥I 1 -ti有柑·知む月

のオ白点牛祐 1-:: つ 91 1 珂免して、、 5 が，・ '{ 1Jur... よると釘＾ l心＇ンセ＂ン七，，，｀｀セ＊令 I0,3N -H“ 

心心 I1 3 AS'(IIl) 9 な訳比 1□ 7 J Il." -H“” て" /9, 2 9 よう乃いい叩知、研（／／リ
1チヘ｀｀ンむ＇ 7中心』出セ爪る。又>-I.伍_.., 1 ~·· v-lr. r.J..e,... p勺％社，心 (Im) よ瓜11"K(W I1 こ

4").f.も‘','1- h' 匹O，ヽ03 以下元冷＜叶出い爪炉． ープフェニ＇レ砒硝、でべ‘ンゼン，叩嶽 I＜度

表，ようで非捻ぽ知某 1て 13 全＜紐立，K殊武羞賎苓心が、4 ー凡 5 泊粉が供に 11
抽た 2 瓜か．紅）さ墳級）うヤに神出? 3 I':: 1ばL当和足ぇ約-t· 3 A直 1湛し-,”達があ 9
紐牡渫浪中心ふ；品ぇす 3 It l3r,1 フ1:-- "'ー Iレ定戟，ー弁豆絆すヲ茫小があ 3。しかし

伎ダ足＾＂ 3 ようにむI~ 片 lcf.- ~名f幻（IIリと力っ．ていうD) ·i.牧年乞り喝牲 I'1 M¥ ~•こ。最元
o 禄tli 1-J ~ヽ零..•• k'与減茄 9 3 -::. tふ．．ょ未 9.)人工の方嘩か S われわれ11以下，勺戊＾＂ 3 グ維
it t頑立し As’‘") 今絋訂7 った．
りす灼／れ7 りマェ:::. Iレ応成t填浪醸！勺房糾セ勺 へ＂ンセ・シ遺ゥ、"£ 2~ 3 l目伐込しス｀

位箱 L して共存 L -z.,、 3 K(11リt可及9i'文を I"' 袖少．f£土し＃こりす HU凡て．を祀和刃ら，K さが

へ漢l"ぼて杜とレ史知四t也広しでり汀｝ ；仇セフニ,._,頃Jit祁ま，-=.. l, J.f.f.-/ 

中 1・・ (~Io'‘^/ん 2.-9 .2.. 95 叩店 9 3．旦射後 11-tJ -HCI. {O 心紐させ＾＂ソ炉ノIO~

t)りし 1 L ぽ‘t袖女了 3, (Ass+ 乙力っ1..,, 3 も 9 1”“ らかl.) ベンゼン凡す浪戌醸 r
,rJ. -i·吐 L 仁のす，Kr必幻£坤土し吠凡ヤ I, が‘tti}, シうし叶；たが‘'7 戻全 1 で 3
楠 4 沐｀鯰 1あ~. --州こし乙．牡れf支杓 9 日糾足したiーケ・ツトをか現 L たみ冷汲綿{””々
i.6X I炉， 牧坪 Iづ b2 Vｷ t••あ 7 t、 r1辛又へ゜？卜，し，手茂·難勺1 釦 L -tt紆知瑶和がか
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仕秤 1•• あうことt租め丸丸戎戌¢戌危し L9ド玲液ヽヤ 1：：ぁ·げ 3 A5”-A汽 Ar1し？ェ
,:,., lレ丘I5しば-f'-7ェ＝，レ加：蘇f~'砥A., 同｛土ぇ合史苓廷 lてつ II て索i昆，討ー 2 叫豆 I：：広 9

1,しtし 5 へ｀・たt ~ 3 J '.2. 1:1 f! I~ t文枯ぷふ, 'l"11--'I -...., r,がクっ衣 9 t·, 今甜：＃咋_,イ更生，

上？ーが•7 ~ ~.k”ー炉釦すが浚ぃ滋今さ也ヤ＿，す免 1 こ必··七へ｀• _;,,ゼ｀ン抽出尽ぶ0. O C.,.. < 

心直出t位ふb 七?..J Reちら，項片＂応 1t、いが 1::...つ"直汀 L た 1 9 町、

如己ら,-t IS- ~2o.;., ね址斤，山這炉臼角f妥が 3 釦ボ炉ぁるここを4 づ‘めた。

ンかs”もふt'Lクみ渥セ項 1、セ必令t比杖怜閂し秘告 7 う．
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B 20 臭鷺酸逗 n ホットアトム化学

更京大労埋学舒化労版：官
育蔽信房 〇宕舒文訳

佐野博叡

臭鷺酸逗のホットアトム n lff究 ll 言え 1：：今敦帳后されてヽ I るが，甜咲 n 灯象 11 租んど

ア Iしカリ窒尾 n ＊国 1こ限られている． そこで糧々If)含唇 n 息．烹蒻＊置な訓梨 L I 原子炉t用 11

て中也子照．討し，（＾，f)百応 1：：伴う稟．庶原子 n 反躁効果 1 闘究 L た．特に＂ B.. ォ；；庄成す

る ”^Br と,,瓦 9• 5 屯成丁る ”B 1- n 両7, Iご...,‘＇マリ〒ンションの復屯碍91 定し，：れ 5 の間

の同位柘勅黒 1こついて梗訂した．

下衰 1ご界す息．烹酵囁の結晶屯了'R'R -1 の索草1L No.1ヽ中て"1 •"”"了 l F ．中・牲
子吏ぽ約 3 1< 10··~- ／一｀9 ,s.c.、 ヒ憮定てれる． 蝶訂締 T n 数 1＂研 I ：：： `"“ら宥鰐 l,
ろ鰍愛只曲’”去ヌ 1'1隕イオン交憬迄 I= f'ｷI) -,j紐しf:.

(I) ろ＄氏電只涼動辺： o.o I H N.,.o¥-1 s ...eペ・1.管 9予這'c: L 、 ヽ 0 0 マで 1 •寄間改勤．

l2) n イオンを暢這： NO,~ r,'I)^--1 1: ・及蔦てせ， o. ~ t-1瓜ダ 2 M N^ N0, 、4ベ・

I': t I) 完々:Bl" o;, 'B; ti饗礁．

瓦 o;, 3；の各つヲクション n”BY のf i昂王ア 1レ:;:.ウム笛て叩畷 l, ro-'Br n f '”G 

H カウン 9 ーマ”碍11 定 L ~, ""1ヽ I て“90-Br が・鬼寛 L 乞＿に n ち， シンチレーシ・ン・.,,,ウン

9 -t円ヽ 1 て ”BY n 漑的にこ瑣II 定 L r::. 

得られ E 魯言晃文下 1：：：ホ丁．取字 11 各1il位仔 1::..,\ i -cの 1) テ・,.,シ白ン 4ii(..I•)て7りる．

90一 92 Br r•一 9 亀

Br Bv Br-

B^(.BYら）．• H.. 〇 12 :t 3 14~ 2. TL Br03 I I :t. 2 S':1:2 

K B,-o, 14~ 2. I'71:2 Co { B l"' O,)... 、 H‘ ゜ 22.1:2. 2-1-:2:2 

N̂ Bro, "; -:3 l'7:3 N~(. '8 .-0,)1· ヽ H.. O 20 士 2 2 ヽ".1: 3

叫(S V"O,)a· ヽ H“' :21 -= a 2+:t.I e (.8v ら）••ヽ H... o 21: 2 31:I:2 

z.... (B“'9) ~ •ヽ H. 。 23 土 2 2S 土2 A, 8v o, +1:t.3 

ĉ  (8r0.).. 2. H. 。 l ヽ士 2 22t l 

9 リウム囁t m< ;ぺて n 湛 1：：石·いて，＂ Brn1) テンショベン 1工 9•-Bv ＂リテン~ a ン F')

数 1\• ーセント石ヽ I （直t『\.て、，る． 2 た 90... Br,” 瓦ヽ I すれ n り〒ン・9 ヨンt鳩イオ ‘9 (/) 

宜晟 n 棟申覺磁電 A士ヒ井 1-:: 増ズ T る I場句が見；れる． : ：で•そ 9 1)..., ム逗 Ir Bt ;,r, 9 件1 9ト

と”＾マヽ I る．

いく＾ ｀‘,.,.窯詔温 l ：：...、，て』懇アン;::一 ll レ 7＼二tるリ::;、／シ,レ,,,育化て訓ぺに,

ア II. 11,) ・ア 1し力 I J :t fl念屈以外の霊尾＾逗で 1ご靭アン＝一 1J :.. 7” の彬掌が』ド常 I：：ズ竺ヽ I

＝ピが証·められ'Is.
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B21 :;;.蔽化ヶ｀‘,v マニウムの中、ぽ子照射，こよ＇）生す・る As· 77 "'竣りし 1£ tt,＝つ II t

東尺戎乎卸化牙釈宜 脅森i〗房゜富曰 汐 高木仁三祁

I. 目的

,,~s 、3 次の禄 1ヽ桂及え;. l,'よが‘る＂し 10 りf，， P 廂 1羨 1、t" I: J'  '(.乞衣‘する。

，，、令（ n, ア） 9 :｀呵)2T.::::: j二万s( J9. 9 ん）二，'s,
”^ Ge ；だ―（”Z), 1.T. (r0 %) 
,,7 

Ge ; f— (I t. 4年う）

贔したが‘っ'(. 97As の義麦it. A£ 毯，二寄与する因チと l "t. 11 、桟及えつの糀，：沫女てれる r 、t泉ヽ：』 3 

及躁＂ほヵ‘、 ”’Ge の P い”でe ＾オ亥罵 1‘主i手転え9 わ'Jが＇ 1 か 1二ifぅ内令P 叱そ奏竜t "'杖出 1、と＇’
樟外の屯う飢昆ヽc 景｝算 1 及 13’、すと乃えり小る 9見泉と、;t,'., I-アトムのぢがれて、 9 3 l ヒ『的

1』環吃のi}卑力‘＂乃えら小る。本匁験t.,J、 ：が 3 1,,.,: h' :: 9ヽっtきたヒヤの 19 ``9 トアトム

1ヒ芍t. 1fj也して、 こ小りi着国 3 の奇うにつ,, t..,知見 1 情る：：と 1 目的I:し、 9 - 9`‘`7 ト
とし1., 3 す·二雌 1 じゲ｀ ,v マ,::.ウム 1 必ん 1• 以での 3 う Tヽ 烹験、 h':. 1、 .,T-;. • 

][•虔験・

？ー↑ットしレ1. 11 i)祈駁 9令緩 (99. 991) " GeOz 疹ネ． ii) i)の砂ネえ水雌化クト

リウム、~ J:')ぅ落負9 1よ． 9品雌蜆 1•生＊‘ら Ge“＋とし"[,.蒸碕し、 ::.小.., :IJロ未今糾.'t."生じ'1~ 況殷乙

,, 0ー C,二 An 熟¢涅したQe Oz.ガケ末 a 月、 1 た。 i)の亨駁品、3 水,..難涛t‘‘わフた衣、：： t1) 1k 

1二して製也したii) ti)GeOz Iぷ水 1: 可湛t·‘わる。 9,ま 3 照射 IJ、んヽIf JIU? -1 、二J ? 

た。焦射 l1ナJ月，2 ，t91 JI令 1り，，t易今 (H) と§り.t叶 In " 1易令 (P) しがある。

烈身1 1え｀ 1- 下、7 I- 19 121キとして As<V) 1 呵9 、 As (Ill) 1 ""J i..;-..,_む I M 厄OH,二;"¢し

、 こ0)う各；夜t I M H“ t‘｀ず和しtこ小と試‘料恭液としたg t:.未.,冑皇ヽしi£1しとしt ,3 、

-た]1頃ヒ T li!iJ t乃え、：x の 3 う Ta 今離法 2 用いてy‘`,v てニウム,·ら As(III) ;I 1: 11 As(V) 、

J rと l3 tの曲角 2 今離した。

(1) 注ヤつン 7• V 7 ス滋，9 3 る湛媒梱出。 訊＇料湛液ぇ ~II I()Ml、A .J:..., t長複緑す主とし

て 6e(IV) と As (Ill) にフ芝それt'‘小，， 1且令フシ 7o v クスi生成｀マせ、 Cび 4 t用 II t 1蒻＊す 3

・ 'k 肩，•,a As (V) のケが‘}羨｀る。同吋,~尋青 4 試‘料かt,__" H.. Oz. t力9 えてすべ＇ての As どアf函と

rヽ し 1~ tl. ii1 様" 19 公衣,<よ？ t今ヒす 2 •バ Iこi\`1. :.山凸‘ら As* （ア） / As*( t·辺） 力‘.、

~·めら北る． ( As.. 12”As a:.そ＾ •え 1 3) 

(2) D..i.--•りレ 4以朽‘41伍四如～ユ~ ＼以 1 1) P C ヒ咋す）で用 II 3 ；いい扇

公沃． As I 皿） し1) D C /:.，，フン 7• V J J.. i生どしめt ＝れt CH ば3 そ籍出す:,. ニ

0) 1易令ジュウ紋 1 ンモニウムさがえt. j,',,'(,釦e (IV) と D J) C の間の作 9i戒‘tシャ蔽すe B 

• g•J,二§元和1 し 3 りit. ”'1 ウムーア久 3,レ·‘ヒ‘＇ン韻） t /l) 99 t ASl ア）を直 1函ヽ： gえ L "lら＇り

lが、 li1ゆの方;I, 1." As (torJ..)が梨められる＂。ン山がり As*(191) / As ＊（わt4) が‘{! 9,lt 5.. 

(3) ~."叫。 4 9•‘ えンァ混没 1 )lJ 9/ t As （ア） 1 と戟て 9｀｀キシウム 7 ン 1 ニウムと
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しtぅL 屠iさならず私t‘` h 3 が‘、 このtも含？エン競~アンモ＝ウムえ 9＂えてわ＇＂t. C:re (, IV) の

尤屠i t 1かく‘‘。 J t= As (V) 2 ケ紐した 1麦、翡麦（ヒ肴’j ;l AP えが、が A5 (Ill) が｀ VI函，二戟fとされて究．杖

1 iのt‘｀これを Ge ¢｀りケ雑 1 ~。 : 1̂/J, Iょしくに As＊ （わ立）さボ’h 1ヽヽ‘った。

(4) jオン文 4桑ぅ出。 訊｀叫済液さg H 浪雌岐·r呈とし ‘])0w E X I -X 8 (I  OD ~え 00 I·, ら...)

＂力うム 1二直 L て As (T) 2 漬出？せる。Jり 1二 A5 事（わr,,,R..)'1 ; "'方シ五てか斎位して As*(V) /As-

1 わ以） l 3<'めら。

(5)  l1 統電紅私曾h 浅． 試＇料の水鮫化↑).'/'9ム漆液 2 用 II t、 この方迂tい今紅を，ヽ

拭.}t",~が‘哀ヽ9 峠!, 1 it o“" O＇った。

杖射 9t戎’l 危 I2 すべ‘て；床液のii 1 t‘•井 r 翌シンナレーションカウンターi)IJ’’て Y 浪 1 浅IJ足

し 1:. ;9,J広 1 山，＝序：瓜‘姜月,, jJ_、t，：丈紅 1&.. t -ttし Iこ。

3 9乙一打 o 訊＇料，, 7,, -c. ,3. r.,.射 IL 、 kO •c, ;zoo• C 1、t" "';羞 A 1." T仏4 妬“勺·の

t綾 1 訊＇ヶ、 3 たーな烈射した試＇料 2 直苔吟 1旬杖量して為か｀‘烈射す 3 fヽじ" -1t " rり‘4もん
ん凸·るも試＇Jt- 1: ・

皿戻験比!,。

;,II'1.•·,:湛り “1: ぷb 呈1.`’占 r、中の 1 牙，r" らレ次の也，9 k,、'.

(1),:. 雌｛し'f`'しくニウムの・ド漆”の令 0 k 雑湛·rま＂も.,,しt`'5 、 As(191) K As(V).. r",.,, 

，£射 9tの今加 b.,. 9 ヤ罵 U る。水漆・江のも.,,の方が‘As （マ） " ＂£凡：：ゎ 3 割令が‘丈．さ， 9 0 -f 1、

巾ち、作湛桟り＊のt‘`’J As (V) ら‘` ~zo 名柑凡かわシのに対し、 'k 漆 r王＂ものt•9,J江～が9

7.,: 也すら．

(i.,)/p-龍浅，二i., t白角のケ和が黒 1ヽる。 A手られた,.. -ク 1 、 tP．射ふ Itや 1 " 1支の渇，存

の知i 1 a —えっ惚えL L t概蛉対,:..烙涅 1 i k ：尺釈のJク，二 r、る。（ ）内＂ y }，9 文籍回放。

ふ “：峯 •r皇 lre02 1.lt漆f主 GeOz

永1. ,J..そ， 9 ン 7”クス衣 A5 （の I'I. 3 7,。(II-) As(V) J7. 0 % (r) 

D I> l, ン 1•v ?:t.浅 As (Ill) ,,3, 9 % (l.) ft< (Ill) ク 3. 9 % (l) 

丸ン 店L 戎~ As CV) u.  / 7.。 (3) A~ （す）J7, 0 %(.2,) 

l プン支禄滋 As (Y) I ヽ． 0 % (f/.) As （ア）乃．It% (I) 

表 z.
(3)  T如4 ルe4らf'二よって 1a 、直常の中ゆう 1" の場合'"

見；；がら 3 うな函柑 Iq t｀｀の及之っ l1I 直iテ，e ヶしめ紅" o l 表 2 奇照）．

9 た S加ず＂手i早もそ小社久うヽ・と 1Jケとめ~ Jし ra I I O. し b‘ し．

ニ曇皇化'f-·,v ~ :;. ~ムの梨浅しが、i£射埠；烈射，ン 3 b.~e f.. i青 r也の

加—4 に必が＂＂リ．
討粁：ギ 9各f呈<i-•Oぇ

湛度： zoz... 1ー C 

4ll 景ヤ魚化 b‘広、な分i直，C Ji坪 2 与とる：と 13 fケ芳えう小る。

(. 4) 凡令i£牡，， As Q n たt復 1寺埠↓‘n る＝し 1a し r、々‘ったが、

シ｀三の濱 9負令言昆ヽら寿息すらヒ、 t,, rうた Id オしめ難 II. 1 1、

がちf} r:I-しtf,- 5 角，｝ ｛面 Ia Jl1_ i面 1‘A 上で、あiヒ--えっ乃とう小＆．

：小らの沼 9魚 9 度，二つき彦キd) 1哀討を 99 えi。 しく，2 ケ紐ガ

漬 IこJぅケ命i直，失昂と、TI ヽ•I 卜 1 I-..’りA5 q iじ与的岸ffl ~ "> l絹

g.,.乞 ,3 専:-01 ゎぅ r.1 龍し乃えられ 3 。
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B22 っバルト錯福 n ホットアトム化学（';f' 9 葬） Coba/ta,te錯塩

東久揖労初化浮肴文窒 斉藤信房〇畠永健・佐野博叙

(1) ＾キサアシ三:;,,バルト 1111) 雑福ら:::.卜▽アシ：：ンコバルI- (199) 鋒唖を中 I~まう懇肘 L

遣ホ、y /-アトム度11 果によって庄ずる 6oco {ラベルされ K う姐hl‘1 化労種ti)中 1くはターi，しト

舘遥中 111 pgイオン成‘ヶ，こ、コバル1- n 画も位固~ 1 -c HH しt罹 1襄宅戒物ぶう令又含 3 れるこt tす

既 I< 祁告した!‘' z のよう 1J反躁 I，，，ともfJう沿穆ti)放射Imt哨積＾合成‘の檄祖1 紅雅唄11
の成t出 rJ i/' II<• Z れを醗 II月する一フの手が｀がりt l て眉落ら 1すヘキサアシ：：ンコバルト（111)
和品にわ‘ける樟 4 オフ〇亦、ソトアトム効果に対する影嘴t象統的 I< み釘廃していみ 2] 4也7i,

9 1 i｀ルI-,f)雑隠ィオフi‘ある Cobalナate 雑湿にか1 場ィオフ戒仔を弯元、その1-r,、ソトアトム初稟

I: B 1“" を比赦するてとによっても易j n 手が．1J`りが 1易られるがも知れ r↓し‘. coba/tate 

雑遥て•• 1社系かトアI-ム 1と労的研究，，対象とfJっていみ屯 11 11 hex.a cy.ar10cobal tau 鉗遥ザ 4)
oxa/atocobぇltat e 鋒直研ガょが a皿11~n·,u·m te t r訓tャod i a三Inecobaltate 7) fJ ｧ t‘‘わみが，
いす，•れも陽 4 オンの影哨，" 1 ぃtの象銃印fi研尻 11 行れれてい TI し‘。 そ z 1.,. "らけ庄 Z

•t hexa cyanocobaltate 錯湛について薯み陽ィオン 2 含むも1/l ~がヽyトアトム効昂を比較 L,

又ィ也＾名キ＾ cobaltate 鋒遥＾爪，y卜 1 トム初1 昂に？いて n 要聰錢里 2 われせて雑考する Z と
にし1r-.

(2) hexaeya11ocobalta.te 雑直 (NH山 [Co (CN)ヽJ• O.5出 O, H3 f0,(CN),J.5Hz0, Na3CCo(cN)、J. 2Hzo, 

C砕(CN)、Jz, K,rco(CN)ヽ］ fiit JRR-l 屑 3 炉が中 I沌 3 照肘した． 試糾1 中性手束～ 3x10"11屈see
””ヌ lす 5 時JtiJ 1f/'dl” にて懇淋すされ， 且£和情卜ゞラ 4 7 4 ス中i’ケ註 1 i｀シ争初 1 れた。
侑誰 11} 'lしてろ絲喜祇；＂店去を凩II',段痢グ雑 2 れたや7 V マト,;‘ラムは ‘°Co 以外の放射
釦激罹：伶却した 1虔シシチし一ショシ畜1 号叉禁罹t用いて放討，卜主化労稽の付布を須lj庄し和

9 時南照肘拭刹げ rete11t 10V1 ([Co(CN'6]3--i L 1 d) 6°C~,i Yo) 11 io~3夕％~i-ro--c: Ul 1直 11 鳩 4
1 シ炉纂るt芳オ誓化 l, すた！！射 0寺向が辰＜刀るとが材り消 npする． HARBOTTLE ら 3) 11, 

K3 @(CN)、] (f)汁．f:ついて莉究t'iうっていみが• ･ /)‘終昂 z 比軒：するとJ RR-l IK？がn 1 月奇向 n 照 9打
も照厨(-:. ~ Iヶ anneaI ingが退行 L ているt n ビ オほ径 2 れみ．

he')(acyanocobalta te 雑福,f) re t e11t \0V11直 l:31 する陽 4 オァの＂t稽討した甜里 Iこ［み
と， K逗 Na湿 11 Ca 逗よりも re tenti on がス弓<, NH4 ,t;_品 dl re t e nt,011 ，すも 1 ピも 1)1 3 し‘。

tetran',tr-ocli amm, necobalta te 雑遥， NH4-[ Co(NH,)z (N02)4-] ti'i vｷｷ I< [ Co (NH3)z (NO.凶 l1 同祁

l<-tf枯} !g m§ う Z して ろ組竃気乖急n う玄 I'- わて付．＂した 1 日奇惰l 担射 1》n rete11t,0 1-1 1直
([G(NH3h(N砧］―¥して）は NH斗t品i‘急1 1 tメ、 k t畠 1. 31 メi‘h るが• r 硝間照和名に 1すみれぞ｀れ

33%,34% と rJる。尚 NH4 t品t`l1 釈げ困内 1~ NH3 d) j~行し 1-:. [ 6ーCr, {NH,h (N幼）の生放＼ l1ゞ O‘ fiり

みY.めしれるが k t品 {11 Z 1./1がす‘'., iぅ成 1yしている dl /1 1ざ目 1 れる．

Nゎ［Cb(NO:z.)&]け肥、射＂み，f,氏蓬知，狂肋刀、9.. 1す 4 1 シ支頂！液 1'. jって分能ぅれ和 9 時 m

熙射{ri retenti 011 ィ直 I1 15 ％程殿f‘ぁる。 Tiガ，既 I"- 柔比丘蘇tr/ oxa/atocoba/ta.te 錐塩
6} 

の rete i,t lo VJ 1直 9す幻％移度ずある．
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B 23 クロム作虚のか、＇Iトアトム化学(:r 2 莉）

東丈我労舒化労舷窒 斎薩 4言房• O 畠衣 1'. 4左野博敏

(1) ~座配位の配位1- A 1:含ii CoA3 翌 n が‘ルト錯溢（ A== エチレシ彦ァ豆，1) グ｀ l｝砂 P怠
4 オッ 1), ‘アセ子ルアセトネート 2： オ和シネート Z} 、 オキサ、ラt， ジ、メチル 1＼リオキラマト 4 オ乞 ;;; I-ワソナ 1 トラト

イオフfJ §)を中小1 3 煎肘 L 1< pg ,2 爪ヽy I-アトム初昂によ 7 1 Co(ll) としてターゲ｀．ソトがら行註
し得る旅射牲 9, 、. 1 レI- If)比麻は一 M,.,. A が｀大ぞ 1J 1ii手'5!. Iオ A オブにfJみ l3 t・ぅ成,y- ;f ·H頃伺を

呑すてと 11 既 I＜者且老した：） しがし TJがらその使， 原み炉中iの照和1柔 1牛，＜ I 7 て Co(11J -iして
”佳される放財餌の疇 11 IJ'fJり考化する Z とが知；；れてわ‘YJ I 吃 I＜ A f)くべ戎‘ンアy·:1戸7 卜
ラト 4 オフ n tうに分弓骨がい〈 1 屯 Co (II) Y.して何誰・1 れみ放射能の比む‘·NI り大ぞいも n も
あるZ. l が含且告されているの1,94) A ピ Co(ll) として分誰 3 れる放射能の比毎と nl韮 1: ついて
l瑾榛言寸t蕗するよう 1｀｀わる．

冷7. 1, "ら It劣’千の CrA3 甥の 7 V ム雑遥 (A= アセチルアセトネー1-, オキラネート， キサット
ヶ｀‘イト五） tえらか｀｀ ”e,..(n, t) ti Cr 反広ず庄戒＼するtlCr ti)ホットアトム効昂について同祁fi
みi浣t外弓 v コバルト鉗滋ぃ場合¥,r,比較 2 号式什た。

(2) 7 11 ムのトリスアセ干｝レアセトネー1-錯滋， トリスキサントら‘ナト錯逗， 1- 1) スオキ.;..示-,..
錯湿 1Jt` t JRR-l 原矛炉 1ヽ、中 It生；畔した。 熙 9すした試糾 Iすいかれも 7 V ヮホルムに

そ" (.. 叩，ぁ、るI,‘l1 &(191）と、 Cャ(VI) 4')移 1和含も 7灼差液¥ふ 1 て｛象かりt 1孔、角株相
ゎよか‘. 1ドキ目に 1 \IIてそれ冴｀れ放射貨t t祠111 知， 1 1: ク‘‘1ェ::-Jレ 11 Iし I\‘ ジ、ドぅ玄i‘7 V ムt比色

＂して E11ric.hme»t faetot ~来のた。
II' 1·· .yし＾錯湛，：： 1 ＼‘ても， 叱'r 111k 相中 1：：ぅ嘉緬 1 れて何誰1 れる Z と 9< g月ら h‘ とり 1 た。

11＜栢中,~仔詳 2 れる夕ICr の比•角は剪 A 煮屑 TJ i‘にわてf,ケ祖化する． 母度＾ぅ鳴肖が大う＜

”るとダーゲ＇叶鋒湛1J;.'IJ‘fJり仔辮 1 みものピオma1 る" 0、 1 M-Hはがク誰？れる夕'C,.. n 比
杏 11 I 時南應肘した場合 lづ卜,,スアセチ 1レアセトネート雑福f・ぶり ~0%, H／スキサシげ‘叶錐溢
f‘訂 60 ％， 卜 I} スかヤク示ート雑福イ討 70% f‘わるがf B麺應肘 1、、 11 Z叩り屯 1印 1直ビ刀み．

CrA~ 型令着湛i｀既 1:: ホット1'払劾昂が・研究 1 れているも/l I：： 1すエ和合‘アむン叫）ガ紗｀オキザう卜 7)

舘逗が｀がる． zれらとりわせて翫叩 A x tle,... ハタ罪袖出年iの l司iゑt桟麿わた。

文献 1) A. Z~BER, USAEC Oocurnent NY0-6142 BNL. 
2) A. NATH, J. SHANKER ANP S. 8. SRIVASTAVA, Proc. 2nd. f14Tern. Co11fe,-e11ce, Peacefof Uses 

of Atomic Eneャ£y,Geneva 凶， S3 (l9f3). 

3) 斉藤．冨永• 4左野， 放射ィヒず討蒻釘鳴う晨 （げ60, 魚~}
4) A. NATH, AND J. SHAN KE 12, Paper prese11ted at the I A EA Symposiuni 011 the Chemical 

EffeeTs of Nuclear Trans -Fa ャ matlo ri.s, Pra1ue, /960. 

S-) A. TuRco. AND M. ScATINA, R;eerca Sci．，廷 2 ヽ sl (1 9鈷）．

6) A• TuRCO, J. l11ori. Nuc/. r: he尻且、 200 (1960). 

7) 斎賠． 4た野・嘉永， 錯湛晴討誰与請浸．（ l 'f 60, 仙台）．
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B24 ニッケヽレ1,·よt"パぅジウム鈴追．の木・ットア,.ム化学

東入i里 斎悌ィZ房 09狐見玲｝ 佐 95濤広

ニッケ 9レ1,· tが 9ヽ0, ジ'ウム鍔逸の本 •9 トア,.ム効昆/:肉して 11:°,I充令 I: It.祈席か店ゎI/し

-c. ·• Ti、'o ; 0 9f名で If~ f勢々の壼ゑヽ：っ 9 ，中・t主み唖紺ゥ．経暑主が 3 反fitm の行資力名

しらへ＇ 3 <ビi l:, 4b 労的 9各 9主そ 4以て、、 3 ~ッケJふ Iヽ゜ぅ汐ウム溢とを比穀した。

懸伯”す・ヽ＇て乾 ·K底した国仔試料・そ用し‘, I II和筍斥いし杖呼叩釦た。照街試＇紆 I3 クツ 0

本 1レム,: i紐し，＇K, 1 、1 ィt ,K そ蘇弓た 13 血ウ“p H 9 i紅とて＂ ＃由出名紆？ r:..。-紋,: -:::.'"/ 

ヶ，I,.,必令 I字， I 団た、・しみ 1司 c• 9合とんと＇・’£全,,キ臼生か4を 3 したが‘, Iヽ・ラむ・ウムの名合 1オ

衣釦油夕しr:ゥち 1 ざら 1: 水祖,, 1夕 3 1 9 クt, 9 ン、 5 ク、 こ o t：め z ．ッケ IV ^“ラジ・ク

ムの鐸 9五tぇも5 ド北阜文す 5 ：ピ，，，， 1司罷であ 3 。

水頂、こ埠伶 4 *、9. t加えて油出を行ったと 3 っレテンシヲンのま化でしらへ”9 見ー麻、

に移係そ加えた品令 9r 、加えゎ• 9易合、：比しtレアン：ヲソ dヽ••下 3 呻向があ 1 。 こゥ厄因と

し-'I I•. t;1色 9,K 一府成しいいて', 1巨ィ石·れ社が： 丹厄 I: よ 1 鋲9羞乾成さ位、f..3 1 のと
ぢえら、1し}. ::... 1ィ名-t·· f.,1..汲つたが）で• 19, すべて..,結 r羞,,つ・・てえ伶ゑたヽ：若四す 3 と足

れれ 1 ょ； た希し・・レテ・ノシヲンク妥化，r 紀ぁゥ 4しな'I)•った。

~..,.,,.,ふ 9 レfン;,. 9 ン 1r. 否・ K そつが 9 よ）であ 3 ．メケルキサントゲン成 9羞ノエ

ケルキす｀／トゲン戒品， ””7•,, 1:.',レキサットゲン錢土， イ'1 7",, I::" IV キサン，9 ヶ＂ン、9笈溢ヽも

｀ず、1 1.、L f0 ~ 99 7·, ジ L 41-Iレジ＇ケ方力／レヽヽ．，iン酌娑遥～ヽ 0 "J9 シ" 4 ケ 1レ,,...りオかレム 9も

cl,. 1', 9ぷキしムシ正 5~ J D り＂， c:i-へ’レi,,’’>レジづ千しム湛叫 1"•

パぅ·.;·ウム咳L のレテ｀／シヲン、：：っヶ 9 よ）であ 3 。 .T + I,.,. キすントケ｀・ン蘇逗ェケルキ
す｀、I-ゲ＇ン＇森遥ノ n-7‘9 ヒJ 1しキサットケ＇・ン勇笈t厖 4 ソ 1·0 ヒ“1レキサ、／ 1-ゲ＇ン雌ふヽ，．，す••

A.. t ~ 10 7p ｻ y••エ.;- Iレy••ヶガ 9 1レパ＇ミン噌菱湛 3u ^ 1 、 1.ノ .2.-/.ルカフ°トペンス＂キア炉 I-V

ふ～『D‘I‘I 4 -7 9,V ジカャtム逗， 4- べ｀ンジ 1レレUオキシ•ム逗 6()~‘7D グ•ノンツケヽレク＂リオ

そしムふ～夕0 1’, オキt./遥~'f o 1•• 
.:. Aしら ...9；身 I： Iす X 99：成則注 1、なし・＾｀●●、 紅·す 3 行瓜 4じ与”'., fをf灸 9: t l レテンシヲ

ン..,殺• 4b l ょ，＝、．，ゲ＇レ， ＾°うや・ウムの両希 1:, tそ 9 1Cゑ向が一段して・｀ 3 よシ-t.·· 4 、. : 
ヽjし It .<.5 品森迄今fを4.. J. •‘i ]月伶t··令 3 こtであ 3 鼻 オfイガウt••轟[45 I,.て．． 3 代P,"~Iず，

を舌＊ 0 -t”ヽいにして、、 3 も，と式粒す 3 ピ， レテンシ 3 ンっ高．．唸向かあ 3.. d ーベ｀少）J,；；

ヤキt·ムー""'..,ケ 1レツ孟 n レテンシ 9 ン，オ池...ヤキt‘ム吋届より男掌 I：名・＇，．．： こ Il し 9べと，灼笏

カ‘••オ·ツ｝アトム t再．tC 々1: -It 3 ~ X I• 肉して 1F 裟に却々 a よ・・湛迄さ｛ったわかと元ん；

ヽiし l • 

こ 0 名玲/:ょ')、 すキらムシ盈っ！そり： k リ、 北在射蹂ゥ，芍ヽ・＝・ソケ 9レぢ・よがハ゜ 1 ジウム

パ恥、Iし 1 こ、かかか 3 。 ゎ、卜わ I)レ"'•¢か暑て・ 1づ， .,:·メケ IV ク",)ガ子tム注 9 比色iiよリ、

←、., "'レで n 水涸•tt四遠 lt m入ifilし lo3~ 9げ惰 Iヽ゜ぅサウム 11 ，，．．べけ IO ぇ～ID3 4与
tｷｷ ~ J :...かわ食•クた． と Aレら~ l-レーすー茸逹ヽ'3:•) Jjl 1:-t 3 可tt .l•こ,,..あ 3.
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B 25" クロム鍔ふのす、ワト 7 卜 U 化序．テ 3 叙．イソケガシア-r I-針溢．

東大裳茶森イt万 0 係野濡＇袈、 富永イえ

われわ h 111 ~さ/<.クロムのオキザ＇，卜鉗,l,"'が、1 ~アトムわ果 12 つい？研厖 L たか‘,

1 のf閑 rt I店｝腔わした K, (Cr(c .04-)J J J Hi o から 1 吝 ¢0 ～タユ％の Cr ク／ か '[CY(GO4)z i

の軒今,..今石し？ 9 , a ^’＝治し，敗わし 1- K [Cr (H心（C2知］埠0 から Iヽ[ Cr C年），J＇―

り芍今へ “Cr·rl ＾今亭 l9)9 とんし“ゲtめられなか，t... (含苔瘍 4いがヤす檎令， 19ん与 I0 月，

仙it) o ::.の戎象 It,及況 Cr· 夕l イオンが 3 ~ 4 ＋の覚椅t ↓つで 11 a rnむねウ該イオ

シ｝の再組今かヽ、すす井，両危J訂の析を的ら）力 1こ；，？ [ Cr ((2 04)こコ― 3 つ‘‘Iす及名が危易/-:.

釦了し、 1 れ＞X 上の咬馘イずンの節加 lす紆壱約及裕力のため I<- ';1.ヽと 9 92 くいとし？さi明

つれた． し＾北ん 1づリがンド‘,~ 2 たた（玄｝ ？‘•あ 3 むウ琺イオンつ｀｀ぁ，たが， 今同 Iづイy ~ 

すンアナトイオンが千 ,-,'I司林f9 1gみさ示すかと‘'うかをしら＾へ 3 目が＂釘於で名ヽ.!.,.,, -i:.... 

訊‘牙＂が知， NH4-[ CrCNH山 (NCS)4 J 2 /J H2. 0, (NH4)1 [ Cr (NC s)、J 4H~o, .1iヽ 5 ゲ k9 ( 

Cr (Nt r) 、J 4 H20 の 9 莉 2．召;J. If>'店｝墜船 Iさ， 令｝ f9 1RR•1 a 釈鞍礼で用", 中咋名

束 I 含 3 ~ rx IO'’m /e,...•. rec, 'J｀ン / ~ 90 fl"7 翌和をづ＇とヂダ，た， 、翌和私沼 1キロ筑壱匁ラ永
ヤヵ衣 I一工，？ふ化斥莉の介雌 E 1i、こ r1 ，た．紅累t急示す 2 とっさ｀ ＾芥うにな 3.

竪わ討料 ｀岨和吟向 差島直保＃ Cr • t I oi合布（％）

吟 9釘 嶋イオン叫た 9す守9ほ rcrCNCS)4f [“{NCS)s Ja- CCr(NCS)、f

ドH4rvr (NH込 (NCS)4J.1.13 H~o 

(NH4)1 [Cr(NCS)ヽJ 4H•O 

に3 (Cr(NC S) 、 14H辺

l h 

クh

30 h 

l h 

9 h 

30 k 

／ん

ケん

ヽ h

Id  

r 4  

ヽ h

/1'. 

rA  

ヽ k

I;(. 

95, 0 士ク，r

『4. 3 :I: /• 9 

n.9 士 A7

“,7 士／，ヽ

”9 、土()、 9

fr :I: 9,2 

3'1•2 * P,2 

;z.f, t土／． 2

'I,, :t 2. 、 09 :t e.4 C 士 0

/9:，，士／．『 /. o 士 0, 9 ヽ,:i: 0 

95 3 :I:,1..6 «ヽ,t /・'l p,4 士 a.,.

2I,9 士ス．o 2/,9 士 0,4- クz. :t ~.7 

/7,9士 29 9o,9 :t /9 、 22,2.:tJ.'/ 

I(), タ:t /.r 化92 土p.r ]｢,9 ::rO,f 

27·4 エ 0,9 27,7 :t /.ヽ ク？:t: 2,J 

／仔 9 士 94• 3.2,S 士よ／ 2f 9 士／0 ，9

＞れからわか 3 ；ぅに， K3 [Cv(、CS)ヽJ 4H辺 1 たけ(NH¢)Jむ(NCS)、J 4H...0 の、“..9, p, • 1 

”’＾その Cr-rI ＾み命が砂CNC5)4 J- 4湖合にみピぶられJのに及し，研や（ゆ）• （/VC必J

2/3 H,.0 からば， （叫(S)jJ:i.- 'i'I;,/-# [(,y{/fCS)、J'- ""初令への Cr 1-I つ令命 9オJ., e んt"ヴ

しめゥれf‘しI. L たか｀? -,,' ':..., t易合もオキず｀ 9,.“'ふの必んt l叫/,:,”'し w-r/ イオン

I# ]~  4 +.. K｀徳 Iっ迂しちtころつ‘'印紅合をす 3 i,，，，と考えられ 3.
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826 コバ｀ I レf- (rr.)化合的のホ、1)- アトム 4~ 玲

魚大狸 斎降作沿。係辟嘴‘躯，富永 1走

CI ~オ-z`‘l＝級培され 21, 3 コ I ヽ~ Iレト，，，，ホ、ブI-アトり効果の多< /-F,ｷ Co(Jll.)の合が磋功

につ I 1 "l-"L'‘;f/, I もしく lず Co (IL) fr'.,合物からの放和 I店 Co CJL)の今紐 lニフ l9 -z ?"ぁ，た．

したがヽ', -z Co CII.) 4t令物からホ，？ I--アトム効果 1-=- l-, "2 Co （血）化 1『袴の生戎｀す a こと

ば森苓され 4 \I ない． しかし r, か＇ら， 及況過伐のか1J湘}-:- ;;;,い-z /1' が｀7,.. アトム Iすづ｝た 1-:.

高い紐され-z ¥ I ;} \:'痺足され 3 a っ＂， （心）化令物と＇ヤ＇い、座柘した必が、及兄

Co-¢o 徐｝，，，夕＜／す 3 十ンX J:.. I:. 常釦れ紅噴ヽ、終て亥速 L, 2 oi際/-:..）月｝司のフラク'’メ

叫し再紐合ない 4 反応 E 否ヽこ L -; ~たヽルす 3 と視伶されよう． したか',~, Co (JI.) 必

今粉かり Co (1I[) lじ庁 4tがホ、7 }-アトぃ効果/-;.. T-' -zい、経生戎す 3 ものと手雙され， この

こセ＃紫穀的 K 確認す 3 ためJ-c.姜ぇ搾の Co （エ）化令物る用 l1 2 苅あと名‘こな，た．

伎印した言弐粁 l1, K2 g。11 [C;'('CN)、J, /'(ｫz,[ Co" (edt"-)J 1/2 H..i O, ;1;,ょが Co; [Cy 111CCN) 、Jz.

15 出 0 4 3 楕 ”a. '1' 1rt紅年/1- I 徐｝が IR 1i'. - 1 の食於礼t使）刃し，翌和病／匂,~ I 

ヘ 30 呼 I旬£‘‘，守吐；束 Iす 3 ~f'X /0 I/,)1 /,吋2. A.ec "Z‘｀ぁ，た．介論戎 11- 1 Kz. Co" [ Co11 C CN)、•J

の北令/-:. /1 I 、墜わ訊｀料を 2M Kc.N と I M K()H t a, <で` 9k 済iた/-;.ぅ知怜し， 1念イオン、主療

叩訊を 1司い r~. 国 (CN)、J 4- }キ 2M KCN *'ょぃ‘/ M I< OH 'tふくて、浅鎗初つ‘‘7差雑され
[lo’’'9CN)、ザ Iすが M にSCN ラ傍1,L·辞鍵さ.)1.. J. 函 7 う？し a ン，＝ふくヲれ 3 つ／ 9＂ lレI-の青I
｝オ，錯イプンを介餌し 1 からニトロ'J R 9伍戎,~ iF,'Z"した． Nt1.... Cc/ (eolto.)コ'Iz H“' 

の此令 l= lで，照射言＂料を ~H ，約仕 9 の森i~としてがウロ組を知”'私/-::.. ;fり今誨した．
叩 CrIIt cN) 、コュげH少 の戌沿/-; /-f,、翌和該料を希函頂ぃ•処理した名I:,水疏 4ビカリウム

”を加え'2 Co Cr:t) "i水該イビ杓ししで：に応心し，口液 IC I名 Col'III)のシ 7 I 知ォン

が,,·.). ふ？うクし a ンの“” の痢た1...It井ア咤シンケレーし 3 ンカウシ， 9 -といず＇

札の化合にも 1刃 II たか｀，如L の北令 I:./1 ~足在す 3 Cr -夕／の＂t，余＜ tり Iく＇ とくに戒高

今府器を 1いし1....

1 の紐慕ぬ Co'声'CCN)6 J 奇 5 が必ュ[ CQ91(eA伍）コ l/2.出0 につ"'2. Iさ，ホ，9)- ア

1-ム令ヵ屎/-:. 1 3 C゜ (1II) I.(杓莉つ｝も さ 9 L t屯戒． lすみヒめられ存か，たが， これ Iィ試料
の＂ワ？” の街堺/-;. ]., ?.,与衣しtものか、失われ 3 のか↓しれf‘“‘ これ I＝乏し， Co'; [. 

Cr’’'(CN)、み/G' H i- 0 0 ~合／す， 生祝 l -t... [ C 。’"CCIV)、J 3-/1-}司扱の［ぶ'(CN)、]'ーのワ？/<- ~' 

てイ泉投つれ 3 し考えられ，予戻か、7 トアト 4 扮泉 I-::. エ 3 (Co199CCN)、J 3一の名六•か｀みtめられ

a. すなわち， P液心r 分へ 4 Co-6 ／の冷手 I＃約ユ0 ~ 3f) % -z`'あ 9 ．嘴、嘲年（乙r'とkmen+

和が）/1-約/(? -z‘'お，た，シ噸珈年があ~'たさくなり,JJ I 1-，袂｀料の翌和守ナ•よ rバ滋址

作叶t t" t`‘＾唆ィし l ＝よ 3 ものつ‘あうぅ． ヘヤサレ 7 I つtr ，し~ C 四）屁（じ今物の紅泉（字

言す鴇会， コ II` Iレト鉗恥水｀，卜？トム化砂． 次 9 殺．舟殿）と比粍す 2 し， Co C'/I) から

）主し" fc 及翫 Co ヤ知（,{ ;rン）の、約夕o ｾ >X .t:.が, 1 のを行が 3+ ^ fm r（口ばした
際に 1可 I司し再、紅令でし‘＇の反冬をす 3 ものし囃鏑r~‘' さよう，
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